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第１章　計画の策定・改定の背景　　　　　　　　　　　　　　　
１　地球温暖化の現状
（１）地球温暖化の現状と要因　
2014（平成26）年に気候変動に関する政府間パネル（IPCC）＊が公表した第５次評価報告書では、大気や海洋の温暖化、雪氷の量の減少、海面水位の上昇が観測されていることを理由に、世界の気候の「温暖化には疑う余地がない」としました。
また、第48回IPCC総会において受諾されたIPCC「1.5℃特別報告書」では、①工業化以降、人間活動は約1.0℃上昇の地球温暖化をもたらしており、現在の進行速度では、地球温暖化は2030～2050年に1.5℃上昇に達すること、②二酸化炭素排出量が2030年までに45％削減され、2050年頃には正味ゼロに達する必要があり、メタンなどの二酸化炭素以外の温室効果ガス＊排出量も大幅に削減される必要があることなどが示されています。
2021（令和３）年にIPCCが公表した第６次評価報告書第１作業部会報告書では、温暖化は人間の影響であることは疑いの余地がないこと、たとえ1.5℃の気温上昇であっても高温や干ばつなどの極端な現象の頻度や強度が増加することなどが示されています。
世界の年平均気温は、1891年から2020年にかけて100年あたり0.72℃の割合で上昇しています。一方、日本の年平均気温は、1898年から2020年にかけて100年あたり1.26℃の割合で上昇しています。
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細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平均値、直線（赤）：長期変化傾向。
基準値は1991〜2020年の30年平均値。
図1-1　年平均気温の偏差（左：世界、右：日本）
【出典：気象庁ホームページ】





～地球温暖化とは？～
　大気中には、二酸化炭素（CO2）、メタンなどの「温室効果ガス」が存在しています。文明が発達し、人間の活動が活発になるにしたがって、この「温室効果ガス」が増加し、濃度が高まることによって地表付近の気温が上昇してきています。これを「温暖化」といいます。
[image: ]【地球温暖化のしくみ】









　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【出典：「福岡県気候変動適応パンフレット」（福岡県）】

（２）地球温暖化の予測、影響　
①地球温暖化の予測
IPCCの第６次評価報告書第１作業部会報告書によると、今世紀末の世界平均気温は、2050年頃に二酸化炭素排出量が正味ゼロとなるシナリオでも、産業革命以前に比べ1.0～1.8℃上昇すると予想され、最も温室効果ガス排出量が多いシナリオでは3.3～5.7℃上昇する可能性が非常に高いとされています。
[bookmark: _Hlk76138875]一方我が国では、「日本の気候変動2020－大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報告書－」によると、２℃上昇シナリオ（※１）による予測、４℃上昇シナリオ（※２）による予測のいずれにおいても、21世紀末の日本では、年平均気温は上昇し、猛暑日＊・熱帯夜＊の年間日数は増加し、冬日＊の年間日数は減少することが予測されています。また、全国平均でみた場合、21世紀末には、大雨や短時間強雨の発生頻度や強さは増加し、日本近海の平均海面水温や日本沿岸の海面水位も上昇することが予測されています。
表1-1　気温に関する将来予測（21世紀末）
[image: ]※１：２℃上昇シナリオ（RCP2.6）
21世紀末の世界平均気温が、工業化以前と比べて0.9～2.3℃（20世紀末と比べて0.3～1.7℃）上昇
する可能性の高いシナリオ
※２：４℃上昇シナリオ（RCP8.5）
21世紀末の世界平均気温が、工業化以前と比べて3.2～5.4℃（20世紀末と比べて2.6～4.8℃）上昇
する可能性の高いシナリオ
【出典：「日本の気候変動2020」（文部科学省・気象庁）を基に福岡県作成】







[image: ]   表1-2　降水量に関する将来予測（21世紀末）
　　




※１時間降水量50mm以上の雨は、「非常に激しい雨（滝のように降る）」とも表現される。傘は全く役に立たず、水しぶきで
あたり一面が白っぽくなり、視界が悪くなるような雨の降り方である。



【出典：「日本の気候変動2020」（文部科学省・気象庁）を基に福岡県作成】

表1-3　海面水温に関する将来予測表（21世紀末）　　　　　　　　　
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【出典：「日本の気候変動2020」（文部科学省・気象庁）を基に福岡県作成】

表1-4　海面水位に関する将来予測（21世紀末）
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【出典：「日本の気候変動2020」（文部科学省・気象庁）を基に福岡県作成】






②地球温暖化の影響と対策
近年、世界各地で人類がこれまでに経験したことがない異常気象による災害が発生し、本県においても地球温暖化が原因の一つと思われる大雨による災害が５年連続で発生しています。地球温暖化は、気象災害だけでなく熱中症の増加、農作物の品質低下、動植物の生態系の変化など、さまざまな分野で影響をもたらしています。また、地球温暖化による気候変動などによって動物と人との関係が変化することで、新たな人獣共通感染症が発生する恐れもあることから、ワンヘルスの観点からも地球温暖化対策は重要な課題です。
このような地球温暖化による気候変動＊の影響に対処するため、温室効果ガス排出削減対策や吸収源＊対策である「緩和策＊」とともに、気候変動の影響を防止・軽減する「適応策＊」にも積極的に取り組むことが必要です。


　地球温暖化対策：緩和と適応は車の両輪　
緩和：地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出削減対策+吸収源対策
適応：既に生じている、あるいは、将来予測される気候変動の影響による
被害の防止・軽減対策
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温室効果ガスの
排出を削減する
排出削減
（緩和）

図1-2　緩和と適応
【出典：「中央環境審議会 第129回地球環境部会資料」（環境省）を基に福岡県作成】


地球温暖化とワンヘルス



近年、世界規模では、地球温暖化により、北極や南極の氷河が溶け海面が上昇したり、雨が降らずに農作物がとれなくなるなどの現象が起こっています。
我が国でも、最高気温が35℃以上になる猛暑日が増加したり、集中豪雨などによる災害が毎年のように発生しています。
地球温暖化は人や動物の健康面でも大きな影響を与えます。気温が上がることで、熱中症をはじめ消化器系の病気にかかったりします。さらに気温上昇に加え雨量が増えることにより、感染症の媒体となる蚊の発生が増えることにもつながります。
また、地球温暖化が進むことにより、動植物の生息地が変化し、森林の中で生息していたウイルスなどの微生物と人が遭遇する機会が増え、人獣共通感染症が発生するおそれにもつながります。
ワンヘルスとは、「人と動物の健康と環境の健全性は一つ」という理念のことをいいます。
調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康には不可欠です。環境を守るために、積極的に温暖化対策に取り組むことが必要です。


＜福岡県ワンヘルス推進基本条例＞[image: C:\Users\0000902\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\ワンヘルス.png]
世界で人獣共通感染症が多発し、人と動物の健康が脅かされ、生態系の劣化が進む中で、「ワンヘルス」の実践は喫緊の課題となっています。人と動物の健康、そして、環境の健全性が密接につながりあっていることを一人一人が知り、様々な課題の解決に取り組んでいく必要があります。この活動を次世代にも引き継ぎ、健全な状態の生態系を将来に向けて守っていくためには、ワンヘルス実践の取組を総合的かつ計画的に推進する仕組みや基盤が必要です。
そこで、2020（令和２年）12月、ワンヘルスの実践に関する条例として全国で初めてとなる「福岡県ワンヘルス推進基本条例」が制定され、2021（令和３年）年１月に施行しました。
また、県では、この条例に基づきワンヘルスの理念の普及と実践のための行動計画を202２（令和４年）年３月に策定しました。今後はこの行動計画に基づき、ワンヘルスに関する具体的な取組を進めていきます。



２　国内外の動向
（１）国際的な動向　
2015（平成27）年にパリで開催された国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP＊21）では、2020（令和２）年以降の温室効果ガスの排出削減等に、先進国・途上国の区別なく全ての締約国が参加して取り組むことに合意した、新たな国際枠組であるパリ協定＊が採択されました。パリ協定では「平均気温上昇を産業革命以前に比べ２℃未満に抑え、1.5℃以下に抑える努力をする」ことが世界共通目標とされました。
2018（平成30）年には、IPCCが「1.5℃特別報告書」をとりまとめ、この報告書では、地球温暖化を1.5℃に抑制するためには、CO2排出量が2030（令和12）年までに45％削減され、2050（令和32）年頃には正味ゼロに達する必要があることなどが示されています。
2021（令和３）年４月には、米国主催の下で気候サミットが開催され、参加各国が、2030（令和12）年を目標年とする「自国の貢献する決定（NDC）」のさらなる引上げや、脱炭素化に向けた取組を発表し、世界の脱炭素化に向けた国際協調を呼びかけました。また、今後重要とされる10年間の取組、クリーンエネルギーへの移行、イノベーションの促進などについて議論が行われました。
また2021（令和３）年８月にIPCCが公表した第６次評価報告書第１作業部会報告書では、温暖化は人間の影響であることは疑いの余地がないことなどが示されています。
同年10月末から11月半ばにかけて開催された国連気候変動枠組条約第26回締約国会議（COP26）では、「産業革命前からの気温上昇を1.5℃に抑える努力を追求する」ことや「2022年末までに各国の2030年の排出削減目標を強化」することなどを盛り込んだ決定文書「グラスゴー気候合意」が採択されました。

（２）国内の動向　
我が国はパリ協定に基づいて、2016（平成28）年５月に「地球温暖化対策計画＊」を閣議決定し、温室効果ガス排出量を2030（令和12）年度までに基準年度（2013（平成25）年度）比で26％削減する目標を掲げました。
2018（平成30）年12月には「気候変動適応法＊」が施行され、適応策が法的に位置付けられ、関係者が一丸となって適応策を強力に推進することが規定されました。
2019（令和元）年６月には「パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略＊」が閣議決定され、今世紀後半のできるだけ早期に脱炭素社会＊の実現を目指すことが掲げられました。
2020（令和２）年10月には、国において「2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする」すなわち2050年カーボンニュートラル＊、脱炭素社会の実現を目指すことが宣言されました。
2020（令和２）年12月には、国と地方の協働・共創による地域における2050年脱炭素社会の実現に向けて、特に地域の取組と密接に関わる「暮らし」「社会」分野を中心に、国民・生活者目線での2050年脱炭素社会実現に向けたロードマップ及びそれを実現するための関係府省・自治体等の連携の在り方等について検討するため、「国・地方脱炭素実現会議」が開催されました。2021（令和３）年６月には、「地域脱炭素ロードマップ＊」が策定され、少なくとも100か所の脱炭素先行地域で、2025 （令和７）年度までに、脱炭素に向かう地域特性等に応じた先行的な取組実施の道筋をつける方針が示されました。
2021（令和３）年４月には、国は気候サミットにおいて、「日本の2030年度の温室効果ガス排出を2013（平成25）年度から46％削減することを目指す。さらに50％の高みに向け、挑戦を続ける」ことを表明しました。これを受け、2021（令和３）年６月には、地球温暖化対策の推進に関する法律＊が改正、公布され、同年10月には、我が国の地球温暖化対策の総合的かつ計画的な推進を図るための国の総合計画である「地球温暖化対策計画」、エネルギー需給に関する国の中長期的政策の基本指針である「エネルギー基本計画」及び
「パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略」が改定されました。
なお、我が国の温室効果ガス排出量の推移は、図1-3のとおりです。2019（令和元）年度の温室効果ガスの総排出量は12億1,200万トン（二酸化炭素換算）（注）で、2013（平成25）年度の総排出量（14億800万トン）と比較すると、エネルギー消費量の減少（省エネ等）や、電力の低炭素化（再エネ拡大、原発再稼働）に伴う電力由来のCO2排出量の減少等により、14.0%（1億9,700万トン）減少しました。
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図1-3　日本の温室効果ガス排出量
【出典：「2019年度の温室効果ガス排出量（確報値）について」（環境省）を基に福岡県作成】
（注）
　なお、2020（令和２）年度の温室効果ガスの総排出量は環境省が公表した速報値では、11億4,900万トン（二酸化炭素換算）となっています。

　


３　前計画の点検・評価
（１）福岡県地球温暖化対策実行計画の概要　
2016（平成28）年５月、国において「地球温暖化対策計画」が策定されたのを受け、県においても、県民、事業者、行政の各主体が積極的に地球温暖化対策に取り組むための指針となる「福岡県地球温暖化対策実行計画」を2017（平成29）年３月に策定しました。
削減目標については、「地球温暖化対策計画」で示された対策を県民、事業者、行政が確実に実施した場合の削減効果や産業界の自主的な取組を考慮し設定しました。
また、本県の温室効果ガスの大部分を占める二酸化炭素のうち、家庭部門・業務部門及び県民生活や事業活動で利用される自動車の排出量が増加しており、地域における県民や事業者の取組が重要になることから、家庭、事業者、自動車から排出される二酸化炭素の削減目標を設定しました。計画の概要を表1-5に、施策体系を図1-4に示します。

表1-5　福岡県地球温暖化対策実行計画の概要
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図1-4　福岡県地球温暖化対策実行計画の施策体系



（２）取組の実施状況　
県では、福岡県地球温暖化対策実行計画に基づく様々な取組を実施してきました。
その主な実施状況を以下に示します。
ア　温室効果ガスの排出削減と吸収源対策（緩和策）
（ア）省エネルギー対策の推進	
a  家庭における取組






b  オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組
[image: ]


c  農林水産業における取組

d  運輸（自動車）における取組
[image: ]
       



e　公共施設における取組
[image: ]

f　低炭素型の都市・地域づくりの推進 






（イ）CO2以外の温室効果ガス排出削減の推進

   

（ウ）多様なエネルギーの確保
a　再生可能エネルギーの導入促進






b　水素エネルギー利活用の推進  
[image: ]

（エ）温暖化対策に資する取組の促進
a　循環型社会の推進
[image: ]
b　環境教育の推進



c　国際環境協力の推進



（オ）吸収源対策
a　森林の適正管理





b　まちの緑の創造



c　二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用



d　農地土壌炭素吸収源対策
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イ　気候変動の影響への適応（適応策）
（ア）農林水産業に関する対策
  [image: ]






（イ）水資源に関する対策 

     

（ウ）自然生態系に関する対策

　　




（エ）自然災害に関する対策





（オ）健康に関する対策






  

（カ）分野を横断した施策












（３）進捗状況　
前計画で設定した削減目標の進捗状況は以下のとおりです。
家庭部門及び業務部門は、電気からのCO2排出量が多く、電気の排出係数＊（※）の影響を大きく受けることから、電気の排出係数の影響を受けないエネルギー消費量でも比較しました。
※電気の排出係数：１kWh発電時に排出されるCO2の量
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図1-5　九州電力株式会社のCO2排出係数
【出典：九州電力株式会社のホームページを基に福岡県作成】
【全体】
　　・　福岡県における2018年度の温室効果ガス排出量は、従前の推計方法によれば5,309万トン（二酸化炭素換算）であり、基準年度である2013年度に比べ17.3％減となっています。（注）
　　・　民生部門（家庭・業務）におけるCO2排出量の減少分は、県全体の温室効果ガス排出量のうち、約７割の寄与率となっています。
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図1-6　本県の温室効果ガス排出量の推移（ガス種別）
（注）
・　本章に記載の数値は、従前の推計方法で算出した数値。
・　第４章の現況推計からは、より実態に即したものとなるよう、環境省が令和３年３月に改訂した「地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル」に基づく推計方法に見直しを行った。
・　上記の「5,309万トン」「17.3％減」は、新しい方法で計算すると、「4,769万トン」「23％減」（第４章１（１））となる。





【家庭部門】
・　1世帯当たりのCO2排出量は、基準年度である2013年度に比べ、2018年度は49.3％減となっており、2030年度の目標（▲41％）を達成しています。
・　原子力発電所の再稼働等により電気のCO2排出係数が大幅に改善したことが主な要因と考えています。
・　また、1世帯当たりのエネルギー消費量で見ると、基準年度である2013年度に比べ、2018年度は20.3％減となっています。
・　省エネ意識の高まりや高効率設備（LED照明や省エネ家電等）の導入により、エネルギーの高効率的利用が進んだことが主な要因と考えています。
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図1-7　家庭部門のCO2排出量の推移
【業務部門】
・　床面積当たりのCO2排出量は、基準年度である2013年度に比べ、2018年度は46.0％減となっており、2030年度の目標（▲44％）を既に達成しています。
・　家庭部門と同様に、電気のCO2排出係数が大幅に改善したことが主な要因と考えています。
・　また、床面積当たりのエネルギー消費量で見ると、基準年度である2013年度に比べ、2018年度は8.0％減となっています。
・　家庭部門と同様に、省エネ意識の高まりや高効率設備（LED照明や省エネ機器等）の導入により、エネルギーの高効率的利用が進んだことが主な要因と考えています。
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図1-8　業務部門のCO2排出量の推移
【運輸部門】
・　自動車1台当たりのCO2排出量は、基準年度である2013年度に比べ、2018年度は9.3％減となっており、2030年度の目標（▲24％）達成に向けて順調に推移しています。
・　燃費の良い軽自動車の普及や車両本体の燃費改善が主な要因と考えています。
[image: ]










図1-9　自動車部門のCO2排出量の推移


４　県民及び県内事業者の意識・意向
（１）福岡県の地球温暖化問題に関する県民の認識　
地球温暖化問題は今や私たちの身近な問題として認識されるようになっています。
2020（令和２）年度に本県が行った「地球温暖化対策に関する県民意識調査（※）」では、地球温暖化について関心がある、地球温暖化の影響を深刻であると捉えている県民はともに全体の約９割にのぼります（図1-10、図1-11）。
また、地球温暖化に起因する気候変化の影響を“自然災害の発生”、“気温の上昇などによる季節感の喪失”、“熱中症等の健康被害の発生”など、何らかのかたちで実感している県民も約９割にのぼります（図1-12、図1-13）。
一方で、地球温暖化がもたらす被害や影響を最小化し、迅速に回復できるように対応する「気候変動の影響への適応」の考え方については、“良く知っている”の回答は約２割にとどまります（図1-14）。
また同県民意識調査によると、県民の地球温暖化に関する取組として、こまめな消灯を行う等省エネ行動は浸透していますが、省エネ設備や省エネ住宅の導入等は浸透しているとは言い難い現状が見受けられます（図1-15、図1-16）。
今後は、引き続き「気候変動の影響への適応」の考え方も含め県民に対し啓発を行うとともに、省エネ設備や省エネ住宅の普及を促進する必要があります。

[image: ]※調査概要
　　福岡県内に居住する18歳以上の男女のうち無作為抽出の4,000人が対象（回収率：62.5％）
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図1-10　地球温暖化についての関心度










図1-11　地球温暖化の深刻度
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図1-12　地球温暖化に起因する気候変化の顕在化の有無
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図1-13　気候変動の影響を感じさせる変化の内容
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図1-14　「気候変動の影響への適応」の認知度
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図1-15　地球温暖化対策（緩和策）に関する省エネ行動の現在までの取組状況
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省エネ住宅設備
（二重窓の導入、高気密・
高断熱化など）




太陽光発電システム






図1-16　住宅への省エネ設備の導入状況及び導入予定





（２）福岡県内の中小企業の省エネルギーに関する取組意向　
地球温暖化対策を進めるための方法として、「省エネルギー」の取組は温室効果ガスの削減に直接的に働きかけるものです。2021（令和３）年度に福岡県が行った「県内事業者を対象にした省エネ意識等調査（※）」によると、省エネルギーに関する取組を行っていると回答した事業者は約３割でした。多くの事業者が取組のための費用不足や方法が分からないなどの理由から取り組めていない状況にあります（図1-17）。
これまでも本県は、中小企業に対して様々な取組を行ってきたところですが、今後も更なる支援が必要です。
※調査概要
[bookmark: _GoBack]　　福岡県内の中小企業のうち無作為抽出の2,000事業者が対象（回収率：26.0％）
[省エネルギーに関する取組状況]
貴社は、法人又は事業場全体として、省エネルギーに関する取組を行っていますか。（1つだけ〇）





[省エネルギーに関する取組を行っている理由]（該当する項目全てに〇）









[設問回答該当者数：148]


[取組を行う予定がない理由]
（該当する項目全てに〇）

[設問回答該当者数：160]
[これまであまり取り組んでいない理由]
（該当する項目全てに〇）











[設問回答該当者数：204]




図1-17　省エネルギーの取組実績と取組意向

[回答者数：520]

[分類名], 
148件([値]%)

[分類名], 
204件([値]%)

[分類名], 160件([値]%)

[分類名], 8件(1.5%)


省エネルギーに関する取組を行っている	省エネルギーに取り組んでないが、取り組んでいきたいと考えている	省エネルギーに取り組む予定はない	無回答	28.5	39.200000000000003	30.8	1.5	
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福岡県地球温暖化対策実行計画  施策体系

温室効果ガスの排出削減

家庭における取組

オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組

農林水産業における取組

運輸（自動車）における取組

公共施設における取組

低炭素型の都市・地域づくりの推進

再生可能エネルギー

＊

の導入促進

水素エネルギー利活用の推進

循環型社会の推進

環境教育の推進

国際環境協力の推進

吸収源対策

緩和策：人間活動から排出されるCO

2

などの温室効果ガスを削減し、大気中の温室効果

ガス濃度の上昇を抑えて、温暖化の進行を食い止める対策のこと。

適応策：気温の上昇や大雨の頻度の増加、降水日数の減少など、気候変動の影響による

被害を防止・軽減するための対策のこと。

温室効果ガス

の排出削減と

吸収源対策

  （緩和策）

省エネルギー対策の推進

CO

2

以外の温室効果ガス排出削減の推進

多様なエネルギーの確保

温暖化対策に資する取組

の促進

森林の適正管理

まちの緑の創造

二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用

農地土壌炭素吸収源対策

気候変動の影

響への適応

  （適応策）

農林水産業に関する対策

水資源に関する対策

自然生態系に関する対策

自然災害に関する対策

健康に関する対策

分野を横断した施策
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事業実績等

エコファミリー応援

事業

省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミ

リーとして登録・応援。環境家計簿

＊

を配布し

て省エネ行動を促進。

＜エコファミリー登録人数＞

・6,083人

（R1～R2年度）

エコ出前講座

温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動

を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に

講師を派遣。

＜実施回数＞

・211回

＜受講者数＞

・10,027人

（H29～R2年度）

３世代まるごとエコ

出前講座

幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止

のメッセージ入りポストカードを送付。三世代

にわたる温暖化対策実践を促進。

＜配布数＞

・9,355枚

（H29～R2年度）

うちエコ診断

＊

家庭の省エネ度やCO

2

排出量を解析し、専門

知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約

にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提

案。

＜受診世帯数＞

・424世帯

（H29～R2年度）

ふくおかエコライフ

応援サイト

＊

による

情報発信

家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を

支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイ

ト」を開設・運営（HEMS

＊

、ZEH

＊

について

もサイトに掲載）。

＜ページビュー数＞

・493,976

（H29～R2年度）

地球温暖化防止活動

推進員

＊

による活動

各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。

環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖

化対策を実施。

＜推進員＞

・委嘱94人（R2年度）

・啓発対象者39,846人

（H29～R2年度）

グリーン購入

＊

に関

する普及啓発

製品やサービスを購入する際に、環境を考慮し

て必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少

ないものを選んで購入する「グリーン購入」の

普及促進。

消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製

品の開発も促進。

＜環境先進企業見学会＞

・3回実施

＜グリーン購入研修会＞

・基礎編、課題解決編の各3回

実施

（H29～R2年度）

「地域環境協議会」

による取組

地球温暖化防止などの環境問題に地域として取

り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環

境協議会」を設置し、各種事業を展開。

＜普及啓発＞

・36件

＜出前講座・セミナー＞

・76件

＜分野別プロジェクト事業＞

・30件

（H29～R2年度）

省エネ、省資源に配

慮した住宅の普及促

進

「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、

賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が

図られるための方策を協議するとともに、公社

モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃

貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成

果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃

貸住宅の省エネ化の普及促進。

＜検討会＞

・4回実施

＜セミナー＞

・2回実施

（H29～30年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______1.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112





&8&Z&F		




体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

既存住宅の省エネ改

修の支援

若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様

の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする

際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同

居するためにリノベーションする際の工事費用

の一部補助。

＜実績＞

・179件（省エネ改修のみ）

（H29～R2年度）

県営住宅の省エネ措

置の実施

県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地

は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に

おける省エネ等級４で整備。

＜建設戸数（工事着手）＞

・1,041戸

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______2.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113





&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

エコ事業所

＊

応援事

業

省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業

所」として登録・応援。

＜登録数＞

・3,605事業所

（R2年度末時点）

省エネ診断・ESCO

＊

事業の普及促進



省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要

に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ

設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は

事業者向け講座等で普及啓発を実施。

＜相談件数＞

・213件

＜現地診断＞

・300件

（H29～R2年度）

省エネ情報発信

省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・

製品及びサービスを紹介する展示会を開催。

＜展示支援＞

・42社

（H29～R1年度）

※R2はオンライン見本市を実

施

中小企業の省エネ設

備等の導入を支援す

る融資の実施

省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への

低利融資を実施。

＜融資実行件数＞

・14件（2.16億円）

（H29～R2年度）

建築主等に対する指

導・助言、指示・公

表・勧告制度の活用

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法

律

＊

に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、

新築、増改築の際に省エネ基準に適合させるこ

とが義務となる。これに伴う指導、助言を実

施。

＜届出＞

・851件

＜適合判定＞

・12件

（H29～R2年度）

医療施設における省

エネの推進

医療施設における空調更新、照明のLED化に

対する補助を実施。

事業実績等

＜病院施設への補助＞

・77,453千円

（H29～R2年度）

J-クレジット制度に

関する普及啓発

事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排

出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレ

ジット」として認証し、売買できる「J-クレ

ジット」制度を紹介するセミナーを開催。

＜セミナー＞

・5回開催

（H29～R2年度）

省エネ人材育成

中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座

学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現

場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。

＜省エネ経営フォーラム、セミ

ナー等参加者＞

・1,859人

（H29～R2年度）

エコアクション21

＊

認証取得に係る講

習会等の開催

省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事

業者の認証制度（エコアクション2１）の認証

取得を支援。

＜導入セミナー＞

・15回開催

　（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容
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畜産農家に対する暑

熱対策の省エネ化支

援

断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を

支援。

＜支援実績＞

・26か所

（H29～R2年度）

製材工場における、

木質バイオマスボイ

ラーの導入推進

木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。

＜施設整備件数＞

・１件

（R1年度）

ノリ加工機械の共同

利用の推進

共同利用することによって、ノリ生産に係るエ

ネルギーを削減。

＜ノリ共同加工施設＞

・6棟整備

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______3.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

エコドライブ

＊

に関

する普及啓発

エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣

し、エコドライブに関する普及啓発を実施。

＜講習会＞

・2回実施（26人）

（H29年度）

＜実績＞

・ホームページ等で普及啓発を

実施

環境対応自動車部

品・技術の開発支援

世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が

見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入

を促進するため、最新の技術動向等に関するセ

ミナーを開催。

＜最新の技術動向等に関するセ

ミナー＞

・延べ280社（556名）参加

（H29～R2年度）

交通管制機能の強化

による交通渋滞対策

の推進

自動車からのCO

2

排出量を削減するため、交

通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整

備し、交通渋滞対策を推進。

＜実績＞

・管制センター1式

・集中制御機114基

・光ビーコン145基

（R2年度末時点）

市町村が行う高齢者

運転免許証自主返納

促進事業への支援

70歳以上の免許返納者等に対するコミュニ

ティバスの回数券等を交付している市町村に対

し、交付に係る経費の一部を助成。

＜補助対象市町村＞

・延べ124団体

＜返納者数＞

・18,535人

（Ｈ29～Ｒ2年度）

市町村が運行するコ

ミュニティバスの維

持・確保のための支

援

市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車

両等購入費の一部を助成。

＜実績＞

・コミュニティバス運行費

21市町

・車両等購入費　6市町

（R2年度）

自転車利用環境の整

備

歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行

い、公共交通機関から主要施設への利便性を高

めることにより、車の使用を減らし、省エネ社

会を形成。

＜自転車通行空間整備延長＞

・4.9㎞

（Ｒ2年度実績）

道路ネットワークの

整備促進

幹線道路をはじめとする体系的な道路ネット

ワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑

な交通を確保し、排気ガスを抑制。

＜実績＞

・県が管理する道路の新設、拡

幅等を実施中

これまでの主な取組内容
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事業実績等

本庁舎、総合庁舎に

おける高効率照明の

導入の検討

本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。

＜実績＞

・県庁舎行政棟、議会棟、警察

棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁

舎に導入済

財産活用課所管の単

独庁舎における高効

率照明の導入の検討

財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導

入。

＜実績＞

・25の単独庁舎に導入済

教育庁所管施設にお

ける高効率照明の導

入

教育庁所管施設に高効率照明を導入。

＜実績＞

・５施設に導入

（H29～R2年度）

県有施設をはじめ公

共施設における省エ

ネ・再エネ設備の導

入の検討

エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通

じ、県有建築物における再生可能エネルギー導

入や省エネ対策の在り方について検討。

＜会議＞

・13回開催

（H29～R2年度）

県立学校への太陽光

発電設備の設置

県立学校に太陽光発電設備を設置。

＜設備設置実績＞

・４件

（H29～R2年度）

警察署への太陽光発

電設備の設置

警察署に太陽光発電設備を設置。

＜設備設置実績＞

・１件

（H30年度）

福岡県環境保全実行

計画の推進

県が率先して地球温暖化対策等の取組を進める

ことにより、自ら排出する温室効果ガスの削減

等の環境負荷を低減。

＜実績＞

・環境保全実行計画（第５期）

を制定

（R２年度）

・R２年度の温室効果ガス総排

出量は7.3％減（基準年度

（H25年度）比）

県有施設における省

エネ診断の活用促進

県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコ

チェックシートの結果をとりまとめ、優先順位

をつけ省エネ診断を実施。

＜省エネ診断＞

・14施設

（H29～R1年度）

※R2年度は、新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大防止のため

未実施

市町村における省エ

ネ診断の活用促進、

ESCO事業の普及促

進及び地方公共団体

実行計画の策定支援

セミナーや研修会を開催し、市町村における省

エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及

び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。

＜実績＞

・市長セミナー、町村長セミ

ナー実施

（H29年度）

・市町村職員研修会実施

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容
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事業実績等

道路照明のLED化

道路照明をLED化することにより消費電力を

削減。

＜LED照明灯更新完了基数＞

・11,500基

（H30年度末時点）

信号機のLED化



信号灯器をLED化することにより消費電力を

削減。

＜信号機設置箇所数＞

・10,120基

（Ｒ２年度末時点）

※Ｈ３０年度をもって公安委員

会管理に係る全信号灯器のLED

化完了

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______4.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

グリーンアジア国際

戦略総合特区を活用

した環境配慮型製品

の開発・生産拠点の

構築

国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総

合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積

された産業・技術・人材・ネットワークなどの

強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に

合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配

慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。

＜特区制度活用企業数＞

・59社

（H29～R2年度）

グリーンアジア国際

戦略総合特区へ参画

する県内中小企業の

設備投資支援

グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小

企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的

な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に

関連して行う設備投資を支援。

＜支援企業数＞

・35件

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容
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全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

フロン排出抑制法

＊

の適切な実施・運用

によるフロン類の管

理の適正化の推進

フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業

者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査

等により、フロン類の管理の適正化を推進。

＜実績＞

・登録391件

・更新623件

・立入検査15件

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______6.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

再生可能エネルギー

導入支援システム

＊

の運用

再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本

データを提供する「再生可能エネルギー導入支

援システム」を構築し、インターネット上で公

開。

＜システム利用者数＞

・10,361名

（R2年度末時点）

再生可能エネルギー

に係る情報提供（出

前講座など）

福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふ

くおかのエネルギー」で関連情報を発信。

＜ホームページ利用者数＞

・93,357名

（R2年度末時点）

再生可能エネルギー

の導入や設備の保守

点検方法等を検討し

ている企業等への専

門家派遣

再生可能エネルギーの導入等を検討している企

業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。

＜派遣回数＞

・8回

（H29～R2年度）

市町村等によるエネ

ルギー利用モデル構

築等への支援

市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や

事業計画策定等に要する経費を補助。また、再

生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専

門家を派遣し、計画の策定等を支援。

＜導入可能性調査実績＞

・12件

（H29～R2年度）

＜派遣回数＞

・4回

（H30～R2年度）

防災拠点等への自

立・分散型エネル

ギーシステムの普及

促進

エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通

じ、県有建築物における再生可能エネルギー導

入や省エネルギー対策の在り方について検討。

＜会議＞

・13回開催

（H29～R2年度）

木質バイオマス供

給・利用施設の整備

に対する支援

木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。

＜施設整備件数＞

・１件

（R1年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______7.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

未利用の竹バイオマ

スを活用する技術開

発

竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・

省エネルギー技術の開発等を実施。

＜実績＞

・技術開発2件

（H30年度）

エネルギー先端技術

展の開催

エネルギー分野に特化した産業界向け展示会

「エネルギー先端技術展」を開催。

＜技術展＞

・毎年度1回開催

・来場者数計89,641人

（H29～R2年度）



これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______8.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

水素・燃料電池

＊

に

関する人材育成

産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦

略会議

＊

」と連携し、水素・燃料電池に関する

人材を育成する目的でセミナーを開催。

＜実績＞

・セミナー開催

・計297名受講

（H29～R2年度）

FCモビリティの普

及と水素ステーショ

ン

＊

整備の一体的推

進

産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶ

クラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素

ステーションの整備を一体的に推進。

＜県内FCV

＊

導入台数＞

・153台

（R2年度末現在）

これまでの主な取組内容
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事業実績等

ふくおかプラごみ削

減協力店

＊

・ふくお

かプラごみ削減キャ

ンペーンの実施

プラスチックごみ削減の取組を進める事業者を

ふくおかプラスチックごみ削減協力店として登

録する制度及び１０月を強化月間としたふくお

かプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や

事業者の意識醸成を図る。

<ふくおかプラごみ削減協力店>

・3,152店舗

（R2年度末時点）

<プラスチックごみ削減量>

・レジ袋約9,000万枚相当

（R2年10月）

3R

＊

活動の普及促

進

３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、

九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団

体、企業等に向けて普及啓発。

＜3Rの達人

＊

派遣回数＞

・137回

（H29～Ｒ2年度）

＜こども3R学習事業＞

・6回開催

・168人参加

（H29～R1年度）

リサイクル技術や社

会システムの研究開

発及び実用化

福岡県リサイクル総合研究事業化センターにお

いて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術

や社会システムの研究開発及び実用化を産学官

民の連携により推進。

＜研究開発等の実用化件数＞

・37件

（R2年度末時点）

食品ロス

＊

削減の推

進

製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロス

の削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が

一体となって取り組む県民運動を実施。

＜フードバンクへの食品提供企

業数＞

・116企業（R2年度末時点）

＜食品ロス削減県民運動協力店

＊

＞

・1,192店舗

（R2年度末時点）

これまでの主な取組内容
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事業実績等

環境教育副読本や

ワークブックによる

環境教育の実施

環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や

小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や

中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワー

クブックを作成。

＜実績＞

・R3年度版を29,000部発行

（環境教育副読本）

（R2年度）

※ワークブックは県ホームペー

ジに掲載。

こどもエコクラブ

＊

における自主的な環

境保全活動の推進

自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコク

ラブの活動を促進。

＜登録数＞

・5,158名

（R2年度時点）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______9.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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Microsoft_Excel_______10.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ



&8&Z&F		


別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

森林資源のモニタリ

ング調査

CO

2

の吸収源となる森林資源に係るモニタリ

ング調査を実施。

調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO

2

吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。

＜調査実施箇所数＞

・168か所

（H29～R1年度）

増大する自然災害・

生物被害から森林を

守るための技術開発

CO

2

の吸収源となる森林を守るため、筑前ハ

イパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広

葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。

＜実績＞

・海岸林再生技術を開発

（R1年度）

間伐等の森林整備に

対する支援

森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐

等の森林整備を支援。

＜除間伐面積＞

・2,544ha（造林事業費）

・443ha（県単造林事業費）

・7,096ha（荒廃森林再生

費）

（H29～R2年度）

県営林の適正な管理

の実施

県営林の適正な管理を実施。

＜実績＞

・保育間伐434ha

・除伐2ha

・枝打1ha

（H29～R2年度）

長期育成循環施業に

対する支援

森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交

林化等の森林整備を支援

＜実績＞

・1,102ha（造林事業費）

・58ha（県単造林事業費）

（H29～R2年度）

県民参加の森林づく

りの推進

ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森

林づくり活動を広く公募し、採択されたものに

対して支援。

＜支援団体数＞

・207団体

＜参加者数＞

・55,442人

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______11.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P


貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

林業労働力確保支援

センターの運営

林業労働力の確保を図るために設立した林業労

働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図

るため、運営を支援。

＜研修修了者＞

・51人

（H29～R2年度）

林業への新規参入、

林業従事者定着の促

進

林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着

を図るため、各種事業を実施。

＜研修修了者＞

・51人

＜安全巡回指導＞

・231事業所

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______12.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

県有施設における緑

化の推進

県有施設を率先して緑化。

＜実績＞

・15施設

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______13.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

県産木材を使った木

造住宅の普及促進

県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性に

も優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅

を新築・購入する者に対して助成を実施。

＜助成＞

・210件

（H29～R2年度）

建築士等の木材利用

に対する理解促進や

公共建築物等におけ

る木材利用の促進

モデル的な木造建築物の表彰等を実施。

〈木造・木質化建築賞〉

・応募数35点

（Ｒ２年度実績）

県民に対する木材利

用の普及啓発

ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。

＜展示林の整備＞

・24市町

（H30～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______14.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112





&8&Z&F&A		




○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113





&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）				保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）				人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン				県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン				企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ				総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド				教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）				教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド				教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド				教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド				教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）				県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン				県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了				警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ				建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド				県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）				商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド				商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド				商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ				環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド				建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド				建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド				商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド				農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ				農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド				農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド				農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）				農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ				農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ				環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド				農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ				県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）				環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド				環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド				環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド				農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド				県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド				県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド				建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド				総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド				総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）				企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ				農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド				農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド				農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド				県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド				建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド				建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ				教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ				教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド				県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ				保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ				保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ				教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ				担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド				環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ				環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ				保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で




image33.emf
事業実績等

吸収源・排出源とし

ての農地の影響評価

温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や

農地から排出される温室効果ガスの測定等情報

収集を実施。

＜農地土壌炭素調査数＞

・276サンプル（延べ）

（H29～R2年度）

地球温暖化防止等に

効果が高い営農活動

への支援

CO

2

の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の

使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬

の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推

進。

＜実績＞

・減農薬または減化学肥料栽培

に取り組む面積

11,089ha

（R2年度末現在）

これまでの主な取組内容
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事業実績等

水稲品種の育成、果

樹の画期的新品種の

開発

①高温に強い極早生水稲の開発

②高温下でも品質の良い果樹新品種の開発

＜実績＞

・開発を継続

高温耐性品種や栽培

技術等の普及促進

高温耐性品種「実りつくし」の現地栽培試験ほ

場を設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県

米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体

となって実施）。

＜実りつくし作付面積＞

・370ha

（R2年度）

気象変動に対応した

小麦の増収技術の開

発

多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開

発。

＜実績＞

・開発を継続

大豆の高品質安定生

産技術の開発

播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排

水対策技術を開発。

＜実績＞

・排水技術を開発

（R1年度）

飼料作物の安定多収

な周年生産・利用技

術の開発

安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を

開発。

＜実績＞

・安定生産技術を開発

（R2年度）

畜産農家に対する暑

熱対策の支援

断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。

＜支援件数＞

・26か所

（H29～R2年度）

暑熱による牛の生殖

機能低下の軽減

牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技

術を開発。

＜実績＞

・開発を継続

増大する自然災害・

生物被害から森林を

守るための技術開発

筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技

術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。

＜実績＞

・海岸林再生技術を開発

（R1年度）

海水温変化に適応し

たノリ養殖の推進

高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、

短期間で対応できるノリのタネの熟度コント

ロール技術を開発。

＜実績＞

・高水温下でのタネの熟度コン

トロール技術を開発

（R1年度）

海水温変化に適応し

たノリ養殖の推進

秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケ

ジュールの見直しを実施。

＜ノリ生産枚数＞

・13億枚（平年比97％）

（R2年度）

海水温変化に適応し

たカキ採苗技術の推

進

秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケ

ジュールの見直しを実施。

＜カキ生産量＞

・2,215トン（平年比

116％）

（R2年度）

海水温変化を原因と

した生態系変化によ

る漁業被害の防止

アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調

査を実施。

＜実績＞

・漁船を活用したナルトビエイ

採捕調査を実施

（R2年度）

海水温変化を原因と

した生態系変化によ

る漁業被害の防止

藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者によ

る駆除実施への支援を実施。

＜活動支援＞

・19グループ/年

（H29～R2年度）

水温や赤潮情報等の

定期モニタリング結

果の情報発信

水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。

＜実績＞

・定期的な調査

・情報発信

これまでの主な取組内容
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事業実績等

水温等の情報発信

ICT

＊

を活用した筑前海の海況予測システムを

実用化し、効率的な操業を推進。

＜実績＞

・ICT機能付きの小型計測機器

を搭載した漁船14隻で調査

し、データ解析を実施

（R1～R2年度）

水温等の情報発信

水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測

し、リアルタイムで漁業者に提供することで、

高品質なノリの安定生産を支援。

＜実績＞

・自動観測機器の設置

（R2年度）

ブナシメジ新品種の

開発

優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統

の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を

実施。

＜実績＞

・開発を継続

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______15.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113





&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

節水意識の向上のた

めの普及啓発

気候変動の影響によって水需給バランスが地域

的・時期的に不安定化する可能性があることか

ら、節水の意識向上のため、出前講座を実施。

＜エコ出前講座＞

・143件、7,782名

（H29～R1年度）

※R2年度は、新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大防止のため

未実施

雨水利用の普及啓発

屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源とし

て水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普

及啓発を実施。

＜公共施設への雨水タンク設置

＞

・16台

（H29～R2年度）

主要ダム貯水状況の

公表

福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の

1、3、6、9、11、13、16､19､21、

23、26、29日のデータを当日の午後2時前

後に公表。

＜実績＞

・福岡県ＨＰにおいて、公表日

に福岡県主要ダム貯水状況を更

新

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______16.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113





&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

英彦山における生態

系保全活動の推進

シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深

刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の

種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。

＜シカ捕獲数＞

・1,279頭

＜種子採取＞

・絶滅危惧種の種子採取を実施

（H29～R2年度）

多様な主体と連携し

て生物多様性保全・

再生の取組を推進

・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施

・自然とのふれあい推進

・絶滅危惧種保護対策

・外来種対策　等

＜実績＞

・親子で楽しむハイキングコー

ス（８箇所）を設定し、コース

マップを作成

（R１～２年度）

・自然観察会の実施や環境関連

イベント等に参加

生物多様性の現状把

握のための科学的か

つ客観的な指標の開

発(水生生物の分布

実態調査）

福岡県生物多様性戦略

＊

推進のための生物多様

性指標の開発（水生生物）を実施。

＜実績＞

・マニュアルを作成し、県HP

で公開。

（R2年度）

特定外来生物に関す

る発見情報の収集及

び注意喚起の実施

気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・

再生を目的とした外来種の防除対策として、特

定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセア

カゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実

施。

＜実績＞

・特定外来生物ヒアリ、セアカ

ゴケグモ、ツマアカスズメバチ

等について、県ＨＰや市町村へ

注意喚起を実施

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______17.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112





&8&Z&F&A		




○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P


貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

県民による希少種保

全活動及び外来種防

除の推進

県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種

を検討するために生息・生育状況の調査を実

施。

また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレット

の作成や防除講習会の実施など、防除手法の周

知を図る。

＜実績＞

・ヒアリ等咬傷被害の恐れのあ

る外来種について被害防止リー

フレットを作成

・行政職員を対象にヒアリ・ア

カカミアリの簡易スクリーニン

グ研修会を開催

生態系に配慮した川

づくりの推進

生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊

魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断

工作物の撤去や魚道の整備を行う。

＜整備数＞

・24か所

（H29～R2年度）

海岸侵食が進む砂浜

の回復など海岸環境

の保全

海岸への供給土砂の減少や台風などの要因によ

り、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を

図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図

る。

＜実績＞

・侵食対策実施

（H30年度～）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______18.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

市町村との連携によ

る住民の防災意識の

啓発

・自主防災組織リーダー研修会を開催

・自主防災組織等を対象とした防災に関する知

識・技能を備えた防災士養成研修を実施

・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の

作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県

と連携して実施

・市町村受援訓練を県と連携して実施

＜自主防災組織リーダー研修会

＞

・790名受講

（H29～R2年度）

＜防災士養成研修＞

・313名養成

（R2年度）

＜個別避難計画作成等研修・訓

練＞

・15市町村で実施

（H29～R1年度）

※R2年度は、新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大防止のため

未実施

＜市町村受援訓練＞

・10市町村で実施

（H29～R1年度）

※R2年度は、新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大防止のため

未実施

市町村との連携によ

る住民の防災意識の

啓発

県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促

進・活性化を目的として「福岡県地域防災シン

ポジウム」を開催。

＜参加者数＞

・548名

（H29～30年度）

※R1、R2年度は、新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大防止の

ため未実施

保安林

＊

及び治山施

設

＊

の整備・既存施

設の機能強化

荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策の

ため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化

等を実施。

＜実績＞

・治山ダム 261基

・山腹工 131か所

（H29～R2年度）

山地災害危険地マッ

プの公開による防災

意識の向上

山地災害による被害軽減のため、山地災害危険

地区の位置情報を県ホームページで公開し、防

災意識の向上を図る。

＜実績＞

・公開済

漁港や漁港海岸にお

ける防波堤・防潮堤

の整備

自然災害防止のため、漁港および海岸施設への

防波堤・防潮堤の整備を実施。

＜防潮堤整備＞

・1か所

（H29年度）

これまでの主な取組内容
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全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112





&8&Z&F&A		




○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

ため池の決壊防止の

ための施設整備

自然災害防止のためのため池の整備が必要な地

区について、事業計画の策定を実施。

＜整備地区数＞

・26地区

（H30～R2年度）

土砂災害警戒区域・

特別警戒区域の指定

市町村が作成する土砂災害ハザードマップ

＊

の

基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区

域図を作成。

＜実績＞

・県防災システム改良

（H30年度）

土砂災害特別警戒区

域内の住宅の移転支

援（がけ地近接等危

険住宅移転事業）

危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住

宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修

費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、

県、市町村が一体となって補助する事業を実

施。

＜危険住宅除却＞

・8件

（H29～R2年度）

＜代替住宅建設＞

・3件

（H29～R2年度）

安全教育アドバイ

ザーによる指導・助

言、実践事例集の配

布

市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指

定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を

図るとともに、県内にその成果を普及する。

＜実績＞

・「学校安全総合支援事業実践

事例集」を作成

防災教育の実施

各種研修会において、防災教育の重要性や進め

方、危機管理マニュアルの作成等について指

導。

＜実績＞

・危機管理マニュアルに基づく

取組の徹底について各市町村

（学校組合）教育委員会に通

知、依頼

重要交差点等におけ

る信号機の非常用電

源の整備

災害発生時の停電による信号機の機能停止を防

止する非常用電源装置を整備。

＜整備数＞

・55基

（H29～R2年度）

重要交差点等におけ

る交通流監視カメラ

の整備

災害時における道路交通情報を収集するための

交通流監視カメラを整備。

＜整備数＞

・26基

（H29～R2年度）

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______20.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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事業実績等

県ホームページ等を

活用した熱中症予防

の普及啓発・注意喚

起

県ホームページや県広報紙、SNS等を活用し

た熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。

＜実績＞

・県ホームページや県広報紙、

SNS、ポスター配布等で普及啓

発・注意喚起を実施

蚊の発生対策にかか

る注意喚起

防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等につ

いて、県ホームページへの掲載、チラシ配布等

により普及啓発を実施。

＜実績＞

・県ホームページやコンビニへ

のチラシの配架により普及啓発

を実施

蚊のモニタリング調

査

蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、

訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊

の発生状況を継続的に観測しモニタリング。

＜調査＞

・5～10月に蚊を採取し、生息

密度調査を行った。

（H29～R1年度）

※R2年度は、新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大防止のため

未実施

感染症発生動向調査

感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把

握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。

＜実績＞

・週毎の感染症発生状況を県

ホームページ等により情報提供

を実施

これまでの主な取組内容
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全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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事業実績等

県ホームページ等を

活用した光化学オキ

シダント等濃度上昇

時の注意報等発令

光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホーム

ページで常時提供。また、注意報発令時には防

災メールまもるくんや県ホームページを通じ県

民への注意喚起を実施。

＜光化学オキシダント注意報＞

・5回発令

（H29～R2年度）

＜微小粒子状物質注意喚起＞

・２回発令

（H29～R2年度）

学校活動における熱

中症予防の普及啓発

各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員

会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依

頼。

＜実績＞

・体育・スポーツ活動における

熱中症等の事故防止について県

立学校等に通知

・環境省熱中症関連普及啓発資

料を送付

これまでの主な取組内容


Microsoft_Excel_______22.xlsx
全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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別紙１



抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112





&8&Z&F&A		




○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P




 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ

														　



&8&Z&F&A		&P


貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で




image43.emf
事業実績等

適応センターの設置

福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信

機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会

の運営等を実施。

＜実績＞

・福岡県気候変動適応センター

設置

（R1年度）

・情報検索システムを搭載した

ホームページにリニューアル

・啓発パンフレットを作成

（R2年度）

＜協議会＞

・4回開催

（R1～2年度）

県環境総合情報サイ

トの運営

「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止

に係る啓発及び情報発信。

＜ウェブサイトアクセス数＞

・963,018回

（R2年度）

ワンヘルスに関する

施策の推進

気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響

を与えており、調和のとれた自然環境の保全と

生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可

欠であることから、県ホームページの活用や啓

発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念

に関する普及啓発を実施。

＜実績＞

・福岡県ワンヘルス連携シンポ

ジウムを開催

（H29～R1年度）

・福岡県“One　Health”国

際フォーラムを開催

・県民参加型イベント「ワンヘ

ルスフェスティバル」を開催

（R2年度）

これまでの主な取組内容
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全てR1実績まで



		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減



		分野ブンヤ		施策・事業セサクジギョウ		事業実績等ジギョウジッセキトウ

		①省エネルギー対策の推進

		家庭における取組カテイトリクミ		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコファミリー応援事業） 		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				家庭エコ診断の普及促進		＜受診世帯数＞
・406世帯
（H29～R1年度）ジュシンセタイスウセタイネンド

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した家庭における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				地球温暖化防止活動推進センターによる出前講座の実施や省エネ・省資源等に関する情報提供		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境家計簿の普及や地域住民からの相談対応		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				省エネ・低炭素型の製品への買替え・ライフスタイルの選択などを促す国民運動の推進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				地球温暖化をテーマとしたイベントの開催		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

				「地域環境協議会」による地域に密着した取組の推進		＜普及啓発＞
・33件
＜出前講座・セミナー＞
・64件
＜分野別プロジェクト事業＞
・28件
（H29～R1年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				高効率給湯器、高効率照明など省エネ機器への買替え促進		＜エコファミリー登録世帯数＞
・28,861世帯
（R1年度末時点）

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・６回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・６回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				HEMSの普及促進		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

				省エネラベルを通じた省エネルギー情報の積極的な提供		＜実績＞
・エコファミリー応援事業の特典の要件に省エネラベルを設定
（H29～R1年度）ジッセキオウエンジギョウトクテンヨウケンショウセッテイ

				県公社住宅における先導的なエネルギー利用モデル事業の推進		－

				省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド

				既存住宅の省エネルギー改修の支援		＜実績＞
・192件
（H29～R1年度）ジッセキケン

				県営住宅の省エネ措置の実施		＜建設戸数（工事着手）＞
・739戸
（H29～R1年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・1,142件
（H29～R1年度）トドケデケンネンド

				ZEHの普及啓発		＜HP掲載＞
・ふくおかエコライフ応援サイトにHEMS、ZEHについて掲載
（H29～R1年度）ケイサイオウエンケイサイ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		環境家計簿の普及による省エネ・省資源の促進（エコ事業所応援事業） 		＜登録数＞
・3,599事業所
（R1年度末時点）

				ビルや工場等の省エネルギー診断やESCO事業の普及促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				ふくおかエコライフ応援サイトを活用した事業所における省エネルギーの普及啓発		＜ページビュー数＞
・355,856
（H29～R1年度）

				BEMSの普及促進		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				エネルギー効率向上のための機器の普及促進		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）テンジシエンシャネンド

				コージェネレーションの導入促進		＜セミナー＞
・6回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（2億円）
（H29～R1年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				グリーン購入に関する普及啓発		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R1年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド

				ZEBの普及啓発		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド

				省エネルギー設備の導入促進		＜電話等相談件数＞
・197件
（H29～R1年度）
＜現地診断件数＞
・230件
（H29～R1年度）

				建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		＜届出＞
・681件
＜適合判定＞
・9件
（H29～R1年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド

				医療施設における省エネルギーの推進		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド

				J-クレジット制度に関する普及啓発		＜セミナー＞
・4回開催
（H29～R1年度）カイカイサイネンド

				設備の運用改善や省エネ手法を解説する講座の実施		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,496人
（H29～R1年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド

				エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		＜導入セミナー＞
・11回開催
　（H29～R1年度）

				ISO14001導入のための中小企業に対する融資の実施		－

		農林水産業における取組		園芸農家に対する先進技術の導入や省エネ型の機械・施設等の導入支援		－

				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド

				製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				漁船への省エネ型エンジンの導入やノリ加工機械の共同利用の推進		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド

				環境負荷低減に寄与する県産農林水産物の地産地消の推進		＜実績＞
・ふくおかエコライフ応援サイト等を活用して、広報

		運輸（自動車）における取組		エコドライブに関する普及啓発		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ

				グリーン経営認証の普及啓発		－

				エコドライブ管理システムの普及啓発		＜実績＞
・ホームページに掲載ジッセキケイサイ

				業務用低公害車の購入、最新規制適合車への買替えのための中小企業に対する融資の実施		－

				低公害車・低燃費車の普及促進		－

				水素ステーションの整備を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件
※水素ステーション整備への融資実績はなしユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ

				環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

				マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）

				交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機70基
・光ビーコン100基
（R1年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン

				道路交通情報の収集・提供		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ

				的確な道路情報の提供		－

				市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		＜補助対象市町村＞
・83団体
＜返納者数＞
・13,297人
（H29～R1年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンネンド

				市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・40路線
＜デマンド交通導入＞
・16市町村
（R1年度）

				自転車利用環境の整備		＜法指定通学路整備率＞
・60.8％
（R1年度末時点）

				道路ネットワークの整備促進		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ

				鉄道と道路の立体交差化による踏切除去の推進		－

				駅前広場等交通結節点の整備の推進		－

				電線共同溝の整備		＜無電線化整備延長＞
・約35.0km
（R1年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン

				交差点・踏切の改良による渋滞の解消		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中29箇所対策済
（R1年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン

				物流システム及び輸送の効率化の促進		＜実績＞
・G20会議開催に際し、11市町、計17箇所の自治体等の駐車場でパークアンドライドを実施　他
（R1年度）ジッセキカイギカイサイサイシチョウケイカショジチタイトウチュウシャジョウジッシホカネンド

				物流の効率化のための港湾整備		－

		公共施設における取組		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウ

				県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）

				県立学校への太陽光発電設備の設置		＜設備設置実績＞
・３件
（H29～R1年度）

				県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド

				福岡県環境保全実行計画の推進		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）

				公共建築物の省エネ措置の実施		－

				福岡県グリーン調達方針に沿った公共建築物の整備推進		－

				県有施設における省エネ診断の活用促進		＜省エネ診断＞
・15施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド

				県有施設におけるBEMSの導入の検討		－

				県有施設におけるESCO事業の導入の検討		－

				電子申請・届出など電子県庁の推進		＜電子申請による受付処理＞
・70手続
（R1年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド

				市町村における省エネ診断の活用促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村におけるESCO事業の普及促進		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

				市町村の地方公共団体実行計画の策定支援		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R1年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド

		低炭素型の都市・地域づくりの推進		スマートグリッドの構築		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）

				持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド

				商店街の街路灯照明のLED化		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド

				道路照明のLED化		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン

				LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

				住民・事業者によるごみの分別の徹底		－

				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ

				フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		＜実績＞
・登録293件
・更新444件
・立入検査15件
（H29～R1年度）

				フロン類より温室効果の少ない冷媒等に関する情報提供		－

				下水道施設から発生するメタンの有効利用		－

				下水汚泥の固形燃料化（化石燃料の代替燃料） 		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ

				食品残渣の飼料化検討		－

		③多様なエネルギーの確保

		再生可能エネルギーの導入促進		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		＜システム利用者数＞
・9,996名
（R1年度末時点）

				再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		＜ホームページ利用者数＞
・88,596名
（R1年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン

				再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド

				中小企業の再生可能エネルギー設備の導入を支援する融資の実施		＜融資実行件数＞
・13件（２億円）
（H29～R1年度）

				再生可能エネルギーや水素・燃料電池関連の人材の育成支援		－

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・2回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド

				市町村等によるエネルギー利用モデル構築への支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ

				市町村新エネルギー導入の指針策定支援		＜導入可能性調査実績＞
・10件
（H29～R1年度）

				防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		＜会議＞
・10回開催
（H29～R1年度）カイギカイカイサイネンド

				五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド

				木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）

				竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発農林		＜実績＞
・技術開発1件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

				エネルギー先端技術展の開催		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・H30、R1年度の来場者数計58,575人ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニン

		水素エネルギー利活用の推進		水素・燃料電池に関する研究開発の支援		－

				水素・燃料電池に関する人材育成		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）

				燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）

				水素・燃料電池の利用用途拡大		－

				水素・燃料電池に関する普及啓発		－

				水素関連企業の製品開発や新規参入・事業展開の支援		－

				水素ステーション用ゴム製品の開発促進		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド

				「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		＜研究会＞
・6回開催
（H29～R1年度）ケンキュウカイカイ

				グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド

				グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド

		④温暖化対策に資する取組の促進

		循環型社会の推進		マイバッグキャンペーンの実施		＜実績＞
・2,805店舗参加
・レジ袋節約枚数約3,775万枚ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイ

				3R活動の普及促進		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド

				食品ロスの削減推進スイシン		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・32社
＜食品ロス削減協力店＞
・1,205店舗
（R1年度）

		環境教育の推進		環境教育副読本による環境教育の実施		＜実績＞
・R2年度版を28,800部発行
（R1年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド

				こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		＜登録数＞
・3,837名
（R1年度時点）トウロクスウメイネンドジテン

				地球温暖化防止活動推進センターによる環境学習の支援		＜環境マイスター＞
・65件（2,087人参加）
＜エコ出前講座＞
・143件（7,782人参加）
＜三世代まるごと＞
・155園（9,040人参加）
（H29～R1年度）カンキョウケンニンサンカデマエコウザケンニンサンカサンセダイエンニンサンカ

				地球温暖化防止活動推進員による環境教育の実施		＜推進員＞
・委嘱94人（R1年度）
・啓発対象者39,210人
（H29～R1年度）

		国際環境協力の推進		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ



		（２）吸収源対策



		森林の適正管理		森林整備の集約化等に対する支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）

				間伐等の森林整備に対する支援		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）

				県営林の適正な管理の実施		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド

				保安林整備事業の推進		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド

				長期育成循環施業に対する支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド

				森林整備のための林道事業の実施		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ

				保安林指定面積の拡大		－

				民間団体やボランティア団体による里山保全の活動促進		－

				県民参加の森林づくりの推進		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）

				森林組合の経営基盤強化		－

				林業労働力確保支援センターの運営		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド

				森林林業教育指導者の育成		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド

				林業への新規参入、林業従事者定着の促進		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド

				松くい虫防除事業の推進		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド

		まちの緑の創造		県有施設における緑化の推進		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド

				都市公園の整備における緑化の推進		－

				用途地域等の決定への指導助言		－

				地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド

				都市緑地法に基づく緑地保全の推進		－

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		県産木材を使った木造住宅の普及促進		＜助成＞
・166件
（H29～R1年度）ジョセイケンネンド

				建築士等の木材利用に対する理解促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				公共建築物等における木材利用の促進		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ

				県営住宅の集会所を木造で建設		＜建設実績＞
・2棟建設
（H29～R1年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド

				県産材による新たな製品開発の推進		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド

				県民に対する木材利用の普及啓発		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド

		農地土壌炭素吸収源対策		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ
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抜粋

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・24か所
（H29～R1年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R1年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・メインアリーナで439個、射撃場で419個の照明を撤去→同数の高効率照明を新設
（H29年度）ジッセキコシャゲキジョウコショウメイテッキョドウスウコウコウリツショウメイシンセツネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・厩舎外8設備で計172個の照明を撤去及び新設、並びに屋外トイレの改築に併せ、12個の照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明を撤去→同数の照明を新設
（H29年度）ジッセキコショウメイテッキョドウスウショウメイシンセツネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫における高効率照明器具への取替えを実施
（R2年度）ジッセキジッシネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・第４期計画の目標を達成（2019年度に基準年度（2014年度）比５％削減）
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・13件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市のみ開催ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチカイサイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度末時点）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・257ha
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・1,843ha（造林事業費）
・357ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費）
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐344ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R1年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐328.03ha
・植栽15.57ha
（H29～R1年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・816ha（造林事業費）
・48ha（県単造林事業費）
（H29～R1年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・14,329m（県代行林道開設費）
・2,908m（県営林道開設費）
・2,077m（森林環境保全整備事業費）
・4,735m（ふるさと林道緊急整備事業費）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・151団体
＜参加者数＞
・46,042人
（H29～R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・36人
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・36人
＜安全巡回指導＞
・171事業所
（H29～R1年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R1年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・10施設
（H29～R1年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2は派遣なしダンタイハケンショネンドハケン		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・14市町
（H30～R1年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,820ha
・うち、エコ農産物認証件数672件
（R1年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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抜粋 (R3.4.30)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		（１）温室効果ガスの排出削減

		　①省エネルギー対策の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

						医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

						J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

						エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

						製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

				Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

						マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

						市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

						自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

						交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

						県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

						県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

						県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

						九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

						福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

						市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

						商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

						LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

						フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

						下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ



		③多様なエネルギーの確保

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

						木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計213名受講
（H29～R1年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・109台
（R1年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

						水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

						「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

						グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・52社
（H29～R1年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

						グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・29件
（H29～R1年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ



		④温暖化対策に資する取組の促進

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

						食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

						エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

						地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ



		（２）吸収源対策

		分野ブンヤ		これまでの主な取組内容						事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

						県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

						建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

						県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

						県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ				エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組				エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）
R1・2年度は未実施ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

										医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・60,453千円
（H29～R1年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

										J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

										エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ				畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

										製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施キョウドウカコウシセツトウセイビネンドネンドミジッシ		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組				エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								Aに見つからずミ		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援				＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（404名）参加
（H29～R1年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド

										マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

										市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

										自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

										交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組				本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

										県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

										県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

										県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

										九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

										福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ショウシンダンシセツネンドネンドミジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

										電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

										市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進				スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）
※R2年度は未実施		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

										商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）
R2年度は未実施ジッセキケンネンドネンドミジッシ		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

										LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―				事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

										フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

										下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進				再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

										木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ				水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

										水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

										「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

										グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

										グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進				ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンドネンドミジッシ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

										食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進				環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

										エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

										地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進				アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理				森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

										県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造				県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）
※R2年度は未実施ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用				県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

										建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募23点
・受賞9点
・参加者129名テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

										県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

										県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

										県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策				地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ
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体裁変更(R3.5.7)  (2)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・節電に通年で取り組む家庭をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウセツデンツウネントクカテイトウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		×		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								○		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		×		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		74

						※		4

						×		34

						合計ゴウケイ		112
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体裁変更(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		71

						※		4

						×		37

						合計ゴウケイ		112
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○のみ(R3.5.11)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.11) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。		＜実績＞
・259件
（H29～R2年度）ジッセキケン		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		―		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化を実施。ジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		―		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産コストの削減と労働条件の改善及び騒音・排水問題を解消。		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		―		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		―		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		―		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		―		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		―		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		―		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		―		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		―		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		―		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		―		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		―		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本による環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行
（R2年度）ジッセキネンドバンブハッコウネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		―		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		―		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		―		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		―		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		―		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		―		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

				※：計画にはまとめて記載（教育庁所管施設における高効率照明の導入　（実績）５施設に導入（H29～R2年度）ケイカクキサイキョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウジッセキシセツドウニュウネンド

						○		73

						※		4

						×		36

						合計ゴウケイ		113
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貼り付け用(R3.5.17)  

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネルギー住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネルギー化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネルギー改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネルギーの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策としての機械・施設の導入		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備。		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいて福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		二酸化炭素固定化のための県産材の長期的利用		○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農業者における高温対策の省エネ化支援		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等への支援を実施。ジッシ		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		温暖化防止にも資する節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		森林資源のモニタリング調査		調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								○		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								○		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		ため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		①感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。
②蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(R3.5.24) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・180件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・14件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		＜病院施設への補助＞
・62,153千円（見込み）
（H29～R2年度）ビョウインシセツホジョセンエンミコネンド		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R1年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境配慮型高機能自動車部品・技術の開発支援		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・124団体
＜返納者数＞
・18,497人（見込み）
（H29～R2年度）ホジョタイショウシチョウソンダンタイヘンノウシャスウニンミコネンド		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が行うコミュニティバス路線の維持・確保に対する支援		公共交通機関の利用促進のため、市町村が運行するコミュニティバスの欠損額や車両購入に係る経費の一部を助成。コウキョウコウツウキカンリヨウソクシン		＜コミュニティバス等広域運行の路線数＞
・44路線
＜デマンド交通導入＞
・18市町村
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜法指定通学路整備率＞
・62.4％（見込み）
（R2年度末時点）ミコ		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁
体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		LED灯器を使用した信号機の新設及び更新		ＬＥＤ式信号機を設置。		＜LED灯器整備数＞
・新設90基
・改良1,609基
（H29～30年度）トウキセイビスウシンセツキカイリョウキネンド		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,287名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,095名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R1年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、その情報を共有するための報告会を開催。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R1年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発3件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組みを進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		＜実績＞
・3,152店舗参加
・レジ袋節約枚数約9,000万枚
(R2年度）ジッセキテンポサンカブクロセツヤクマイスウヤクマンマイネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・93回
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウカイガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・小売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、フードチェーン全体で各主体の取組みを促す県民運動を実施。ジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・集計中
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度）シュウケイチュウケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・5,560ha（荒廃森林再生費。R2年度分は集計中）
（H29～R2年度）ネンドブンシュウケイチュウ		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜配布数＞
・安定生産実証ほを設置
＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ハイフスウアンテイセイサンジッショウセッチネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		（5月中旬に判明）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・76か所
（H29～R2年度）カツドウシエンショネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		漁業への影響を調査するため、筑前海のICTを活用した海況予測システムを実用化。		＜実績＞
・ICT機能付きの観測器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は実施なしデマエコウザケンメイネンドジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物に魚道の整備を行う。		＜整備数＞
・4か所
（R１年度）
※R２年度は確認中セイビスウショネンドネンドカクニンチュウ		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H30～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H30～R1年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、動物の生存環境に大きな影響を与えており、環境の保全による動物生息環境の維持が人の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用やシンポジウムの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。カイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(照会回答反映分) 

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R2年度末時点）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・212件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,766人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のＬＥＤ化
		信号灯器をＬＥＤ化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のＬＥＤ化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録392件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・23か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		住民の防災意識の向上のため、自主防災組織リーダー研修会や防災士養成研修・スキルアップ研修を開催。また、個別避難計画の作成及び避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県と市町村が連携して、自主防災組織等を対象にした研修会・訓練を実施。さらに、市町村の円滑な受援体制の確保を目的に受援訓練を実施。		＜研修・訓練＞
・10市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		気候変動の影響への適応キコウヘンドウエイキョウテキオウ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  朱書き

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		企画・地域振興部
情報政策課キカクチイキシンコウブジョウホウセイサクカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付け用(２回目照会回答反映分)  貼り付け分

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (R3.8.17コロナ表現修正)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		三世代まるごとエコ活動サンセダイカツドウ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入り年賀はがきを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイネンガソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		家庭エコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「家庭エコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキカテイシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円（見込み）
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		自動車からのCO2排出量を削減するため、70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H29年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催（H29～R1年度）
・H30、R1年度の来場者数計58,575人
・R2はオンライン見本市を実施ギジュツテンマイネンドカイカイサイネンドライジョウシャスウケイニンミホンイチジッシ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		燃料電池自動車の普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロスの削減推進スイシン		製造・流通・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,097ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・211件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造・木質化の表彰等を実施。トウジッシ		＜モデル的な木造・木質化の表彰＞
・応募35点
・受賞9点
・参加者105名
(R2年度）テキモクゾウモクシツカヒョウショウオウボテンジュショウテンサンカシャメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬、減化学肥料栽培面積
4,660ha
・うち、エコ農産物認証件数646件（2,139ha）
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクゲンカガクヒリョウサイバイメンセキノウサンブツニンショウケンスウケンネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R1年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・957,678回
（R1年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・県ホームページや、県民参加型啓発イベントを開催し、県民に普及啓発を実施
・国際フォーラムをWEB開催ジッセキジッシ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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 貼り付け分 (10月照会反映）

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブに関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガスの削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システムの運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブにおける自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICTを活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林及び治山施設の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップの基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で



 貼り付け分 (10月照会反映） (アスタリスクあり)

		地球温暖化対策施策（緩和策）に係る事業実績等一覧チキュウオンダンカタイサクセサクカンワサクカカジギョウジッセキトウイチラン



		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		　家庭における取組カテイトリクミ		○		エコファミリー応援事業 		省エネ・省資源に取り組む県民をエコファミリーとして登録・応援。環境家計簿＊を配布して省エネ行動を促進。ショウショウシゲントクケンミントウロクオウエンカンキョウカケイボハイフショウコウドウソクシン		＜エコファミリー登録人数＞
・6,083人
（R1～R2年度）ニンニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコ出前講座デマエコウザ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		３世代まるごとエコ出前講座セダイデマエコウザ		幼稚園・保育園の園児から祖父等に温暖化防止のメッセージ入りポストカードを送付。三世代にわたる温暖化対策実践を促進。ヨウチエンホイクエンエンジソフトウオンダンカボウシイソウフサンセダイオンダンカタイサクジッセンソクシン		＜配布数＞
・9,355枚
（H29～R2年度）ハイフスウマイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		うちエコ診断＊		家庭の省エネ度やCO2排出量を解析し、専門知識をもった「うちエコ診断士」が光熱費節約にも資する省エネ方法をオーダーメイドで提案。カテイショウドハイシュツリョウカイセキセンモンチシキシンダンシコウネツヒセツヤクシショウホウホウテイアン		＜受診世帯数＞
・424世帯
（H29～R2年度）ジュシンセタイスウセタイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		ふくおかエコライフ応援サイト＊による情報発信ジョウホウハッシン		家庭や事業所における省エネ・省資源の取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS＊、ZEH＊についてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウショウシゲントリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		地球温暖化防止活動推進員＊による活動カツドウ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		グリーン購入＊に関する普及啓発		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		「地域環境協議会」による取組		地球温暖化防止などの環境問題に地域として取り組むため、各保健福祉環境事務所に「地域環境協議会」を設置し、各種事業を展開。カンキョウ		＜普及啓発＞
・36件
＜出前講座・セミナー＞
・76件
＜分野別プロジェクト事業＞
・30件
（H29～R2年度）フキュウケイハツケンデマエコウザケンブンヤベツジギョウケンネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		コージェネレーションの導入促進		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組を幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		省エネ、省資源に配慮した住宅の普及促進		「省エネ賃貸住宅普及啓発検討会」を設置し、賃貸住宅市場において省エネ住宅の供給促進が図られるための方策を協議するとともに、公社モデル事業の関係事業者で構成する「省エネ賃貸共同住宅普及推進研究会」で得られた検証成果を検討会で共有すること等を通じて、民間賃貸住宅の省エネ化の普及促進。		＜検討会＞
・4回実施
＜セミナー＞
・2回実施
（H29～30年度）ケントウカイカイジッシカイジッシネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		既存住宅の省エネ改修の支援		若年世帯・子育て世帯が既存住宅を子育て仕様の住宅へ省エネ改修も含むリノベーションする際の工事費用や親世帯と子育て世帯が近居・同居するためにリノベーションする際の工事費用の一部補助。ショウカイシュウフク		＜実績＞
・179件（省エネ改修のみ）
（H29～R2年度）ジッセキケンショウカイシュウ		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ		★

								○		県営住宅の省エネ措置の実施		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における省エネ等級４で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・1,041戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の住宅の新築、増改築の際に省エネ性能の確保計画を届出させ、指導、助言を実施。		＜届出＞
・1,389件
（H29～R2年度）トドケデケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		オフィスビル・店舗・中小企業の工場等における取組		○		エコ事業所＊応援事業ジギョウショオウエンジギョウ		省エネ・省資源に取り組む事業所を「エコ事業所」として登録・応援。		＜登録数＞
・3,605事業所
（R2年度末時点）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ診断・ESCO＊事業の普及促進
ショウシンダン		省エネに関する無料の相談窓口を開設し、必要に応じて専門家による現地診断を実施。省エネ設備への更新や運用改善を提案。ESCO事業は事業者向け講座等で普及啓発を実施。ショウカンムリョウソウダンマド		＜相談件数＞
・213件
＜現地診断＞
・300件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		ふくおかエコライフ応援サイトによる情報発信【再掲】ジョウホウハッシンサイケイ		家庭や事業所における省エネの取組を支援するHP「ふくおかエコライフ応援サイト」を開設・運営（HEMS、ZEHについてもサイトに掲載）。カテイジギョウショショウトリクミシエンオウエンカイセツウンエイ		＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		BEMS、ZEBの普及促進		BEMS、ZEBを導入した事業者の導入事例を参考にするため、現地見学会を実施。		＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ情報発信ショウジョウホウハッシン		省エネをはじめ環境保全に資する優良な技術・製品及びサービスを紹介する展示会を開催。		＜展示支援＞
・42社
（H29～R1年度）
※R2はオンライン見本市を実施テンジシエンシャネンドミホンイチジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		コージェネレーションの導入促進【再掲】サイケイ		コージェネレーションの特長、最新技術、導入事例及び支援制度等を紹介するセミナーを開催するとともに、国の補助制度の活用等による導入を促進。		＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		中小企業の省エネ設備等の導入を支援する融資の実施		省エネ設備、分散型エネルギーシステム等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		建築主等に対する指導・助言、指示・公表・勧告制度の活用		建築物省エネ法に基づき、300㎡以上の非住宅建築物は、新築、増改築の際に省エネ基準に適合させることが義務となる。これに伴う指導、助言を実施。		＜届出＞
・851件
＜適合判定＞
・12件
（H29～R2年度）トドケデケンテキゴウハンテイケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								○		医療施設における省エネの推進		医療施設における空調更新、照明のLED化に対する補助を実施。タイホジョジッシ		事業実績等
＜病院施設への補助＞
・77,453千円
（H29～R2年度）		保健医療介護部
医療指導課ホケンイリョウカイゴブイリョウシドウカ

								○		J-クレジット制度に関する普及啓発		事象者の省エネ設備導入による温室効果ガス排出削減や、森林管理による吸収量を国が「クレジット」として認証し、売買できる「J-クレジット」制度を紹介するセミナーを開催。ショウカイカイサイ		＜セミナー＞
・5回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		省エネ人材育成ショウジンザイイクセイ		中小企業等が省エネ・節電に取り組むため、座学による「省エネ・節電セミナー」や座学に現場講習などを加えた「省エネ講座」を実施。		＜省エネ経営フォーラム、セミナー等参加者＞
・1,859人
（H29～R2年度）ショウケイエイトウサンカシャニンネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		エコアクション21＊認証取得に係る講習会等の開催		省エネ・省資源等に配慮した経営に取り組む事業者の認証制度（エコアクション2１）の認証取得を支援。		＜導入セミナー＞
・15回開催
　（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		農林水産業における取組ノウリンスイサンギョウトリクミ		○		畜産農家に対する暑熱対策の省エネ化支援アツネツタイサクショウカシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な省エネ設備等を支援。ショウ		＜支援実績＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンジッセキショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		製材工場における、木質バイオマスボイラーの導入推進		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		ノリ加工機械の共同利用の推進		共同利用することによって、ノリ生産に係るエネルギーを削減。カカサクゲン		＜ノリ共同加工施設＞
・6棟整備
（H29～R2年度）キョウドウカコウシセツトウセイビネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		運輸（自動車）における取組		○		エコドライブ＊に関する普及啓発		エコドライブ指導員を事業者や市町村等に派遣し、エコドライブに関する普及啓発を実施。		＜講習会＞
・2回実施（26人）
（H29年度）
＜実績＞
・ホームページ等で普及啓発を実施コウシュウカイカイジッシニンネンドジッセキトウフキュウケイハツジッシ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		水素ステーションの整備を支援する融資の実施		省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
※水素ステーション整備への融資実績はなし
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンスイソセイビユウシジッセキ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		環境対応自動車部品・技術の開発支援タイオウ		世界的な環境規制の強化が進む中、今後普及が見込まれる環境対応車部品への地元企業の参入を促進するため、最新の技術動向等に関するセミナーを開催。		＜最新の技術動向等に関するセミナー＞
・延べ280社（556名）参加
（H29～R2年度）サイシンギジュツドウコウトウカンノシャメイサンカネンド		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								×		マイカー利用の抑制、公共交通機関の利用促進		公共交通機関（JR、私鉄、路線バス、コミュニティバス等）の利用促進に係る取組。		＜実績＞
・キャンペーン実施
・公共交通に係る研修会開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		交通管制機能の強化による交通渋滞対策の推進		自動車からのCO2排出量を削減するため、交通管制センター・集中制御機・光ビーコンを整備し、交通渋滞対策を推進。ジドウシャハイシュツリョウサクゲンコウツウジュウタイタイサクスイシン		＜実績＞
・管制センター1式
・集中制御機114基
・光ビーコン145基
（R2年度末時点）ジッセキカンセイシキシュウチュウセイギョキキヒカリキネンドマツジテン		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								×		道路交通情報の収集・提供		―		＜実績＞
・事故、渋滞等の交通情報を情報板により提供ジッセキジコジュウタイトウコウツウジョウホウジョウホウバンテイキョウ		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

								○		市町村が行う高齢者運転免許証自主返納促進事業への支援		70歳以上の免許返納者等に対するコミュニティバスの回数券等を交付している市町村に対し、交付に係る経費の一部を助成。		＜補助対象市町村＞
・延べ124団体
＜返納者数＞
・18,535人
（Ｈ29～Ｒ2年度）		人づくり・県民生活部
生活安全課ヒトケンミンセイカツブセイカツアンゼンカ

								○		市町村が運行するコミュニティバスの維持・確保のための支援		市町村に対し、コミュニティバスの運行費や車両等購入費の一部を助成。		＜実績＞
コミュニティバス運行費　21市町
車両等購入費　6市町
（R2年度）		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

								○		自転車利用環境の整備		歩道・自転車歩行者道・自転車道の整備を行い、公共交通機関から主要施設への利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネ社会を形成。		＜自転車通行空間整備延長＞
4.9㎞
（Ｒ2年度実績）		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路ネットワークの整備促進		幹線道路をはじめとする体系的な道路ネットワーク及びバイパスの整備を行うことで、円滑な交通を確保し、排気ガスを抑制。		＜実績＞
・県が管理する道路の新設、拡幅等を実施中ジッセキケンカンリドウロシンセツカクフクトウジッシチュウ		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		電線共同溝の整備		歩道部の障害をなくし、景観を向上させることで歩きやすい歩道として利便性を高めることにより、車の使用を減らし、省エネルギー社会を形成。		＜無電線化整備延長＞
・約35.2km
（R2年度末時点）ムデンセンカセイビエンチョウヤクネンドマツジテン		県土整備部道路建設課ドウロケンセツカ

								×		交差点・踏切の改良による渋滞の解消		交差点・踏切の改良により渋滞を解消し、排気ガスを抑制。		＜第4次事故危険箇所＞
・31箇所中30箇所対策済
（R2年度末時点）ダイジジコキケンカショチュウカショタイサクスミネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		物流システム及び輸送の効率化の促進		市町村や民間事業者によるパークアンドライドの取り組み（大規模商業施設、官有地）への広報協力。		＜実績＞
・県HPによる情報発信
（R2年度）
※県内の主なパークアイランド駐車場147駅・バス停183箇所（R2.4.1時点）ジッセキケンジョウホウハッシンネンドケンナイオモチュウシャジョウエキテイカショジテン		企画・地域振興部
交通政策課コウツウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		公共施設における取組		○		本庁舎、総合庁舎における高効率照明の導入の検討		本庁舎、総合庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・県庁舎行政棟、議会棟、警察棟、吉塚合同庁舎及び各総合庁舎に導入済ジッセキケンチョウシャギョウセイトウギカイトウケイサツトウヨシヅカゴウドウチョウシャオヨカクソウゴウチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		財産活用課所管の単独庁舎における高効率照明の導入の検討		財産活用課所管の単独庁舎に高効率照明を導入。		＜実績＞
・25の単独庁舎に導入済ジッセキタンドクチョウシャドウニュウズ		総務部
財産活用課ソウムブザイサンカツヨウカ

								○		教育庁所管施設における高効率照明の導入キョウイクチョウショカンシセツコウコウリツショウメイドウニュウ		教育庁所管施設に高効率照明を導入。		＜実績＞
・５施設に導入
（H29～R2年度）ジッセキシセツドウニュウネンド		教育庁 体育スポーツ健康課、社会教育課、文化財保護課キョウイクチョウタイイクケンコウカシャカイキョウイクカブンカザイホゴカ

								○		県有施設をはじめ公共施設における省エネ・再エネ設備の導入の検討		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネ対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		県立学校への太陽光発電設備の設置		県立学校に太陽光発電設備を設置。		＜設備設置実績＞
・４件
（H29～R2年度）		教育総務部
施設課キョウイクソウムブシセツカ

								※		県立スポーツ科学情報センター及び県立総合プールの照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・858個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコショウメイカネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		福岡県馬術競技場の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・172個の照明をLED化。12個のLED照明を新設
（H30年度）ジッセキネンド		教育振興部
体育スポーツ健康課キョウイクシンコウブ

								※		県立少年自然の家「玄海の家」の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・128個の照明をLED化
（H29年度）ジッセキコネンド		教育振興部
社会教育課キョウイクシンコウブシャカイキョウイク

								※		九州歴史資料館の照明の省エネルギー化		―		＜実績＞
・九州歴史資料館展示室及び特別収蔵庫の照明をLED化
（R2年度）ジッセキネンド		教育総務部
文化財保護課キョウイクソウムブブンカザイホゴカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

										警察署への太陽光発電設備の設置ケイサツショ		警察署に太陽光発電設備を設置。ケイサツショ		＜設備設置実績＞
・１件
（H30年度）		県警本部
施設課ケンケイホンブシセツカ

								○		福岡県環境保全実行計画の推進		県が率先して地球温暖化対策等の取組を進めることにより、自ら排出する温室効果ガス＊の削減等の環境負荷を低減。		＜実績＞
・環境保全実行計画（第５期）を制定
（R1年度）
・R1年度の温室効果ガス総排出量は4.4％減（前年度比）ネンドオンシツコウカソウハイシュツリョウゲンゼンネンドヒ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		県有施設における省エネ診断の活用促進		県有施設のエネルギー利用状況をまとめたエコチェックシートの結果をとりまとめ、優先順位をつけ省エネ診断を実施。		＜省エネ診断＞
・14施設
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施ショウシンダンシセツネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		電子申請・届出など電子県庁の推進		情報通信技術を県行政の様々な分野に活用することにより、ネットワーク社会の進展に対応した県民・企業に対する行政サービスの向上や行政事務の効率化・高度化を実現。		＜電子申請による受付処理＞
・266手続
（R2年度）デンシシンセイウケツケショリテツヅネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援オヨ		セミナーや研修会を開催し、市町村における省エネ診断の活用促進、ESCO事業の普及促進及び地方公共団体実行計画の策定支援を実施。		＜実績＞
・市長セミナー、町村長セミナー実施
（H29年度）
・市町村職員研修会実施
（H29～R2年度）ジッセキシチョウチョウソンチョウジッシネンドシチョウソンショクインケンシュウカイジッシネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

		（１）温室効果ガスの排出削減		①省エネルギー対策の推進		低炭素型の都市・地域づくりの推進		×		スマートグリッドの構築		九州地域エネルギーシステム連絡会（事務局：九州経済産業局）に参画するとともに、九州・沖縄地方産業競争力協議会における九州スマートコミュニティ産業化プロジェクトの幹事として関連プロジェクトの組成等を推進。		＜会議＞
・2回開催
（H30～R1年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		持続可能な都市づくりの推進ジゾクカノウトシスイシン		人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりを進めるために、中心市街地活性化基本計画、並びに立地適正化計画の策定を検討する市町村に対して補助を実施。		＜補助実績＞
・8市町
（H29年度）ホジョジッセキシチョウネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

								×		商店街の街路灯照明のLED化		―		＜実績＞
・10件
（H29～R1年度）ジッセキケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		道路照明のLED化		道路照明をLED化することにより消費電力を削減。		＜LED照明灯更新完了基数＞
・11,500基
（H30年度末時点）ショウメイトウコウシンカンリョウキスウキネンドマツジテン		県土整備部
道路維持課ケンドセイビブドウロイジカ

								○		信号機のLED化
		信号灯器をLED化することにより消費電力を削減。		＜信号機設置箇所数＞
・10,120基
（Ｒ２年度末時点）
※Ｈ３０年度をもって公安委員会管理に係る全信号灯器のLED化完了		警察本部
交通規制課ケイサツホンブコウツウキセイカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築		国から指定を受けたグリーンアジア国際戦略総合特区では、アジアと環境を軸に、地域に蓄積された産業・技術・人材・ネットワークなどの強みを生かし、事業を展開。特区の支援措置に合わせ、本県独自の支援措置も拡充し、環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築を推進。クニ		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

								○		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援		グリーンアジア国際戦略総合特区への県内中小企業の積極的な参画を促し、特区事業の効果的な波及を図るため、県内中小企業が特区事業に関連して行う設備投資を支援。		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
産業特区推進室ショウコウブ

		（１）温室効果ガスの排出削減		②ＣＯ２以外の温室効果ガス排出削減の推進		―		×		事業者による産業廃棄物減量化計画の策定と減量化の促進		―		＜実績＞
・県内の多量排出事業者へ排出抑制等の啓発、指導を実施ジッセキケンナイタリョウハイシュツジギョウシャハイシュツヨクセイトウケイハツシドウジッシ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		フロン排出抑制法＊の適切な実施・運用によるフロン類の管理の適正化の推進		フロン排出抑制法の規定に基づき、充塡回収業者の登録（更新）を行い、関係者への立入検査等により、フロン類の管理の適正化を推進。		＜実績＞
・登録391件
・更新623件
・立入検査15件
（H29～R2年度）		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		下水汚泥の固形燃料化		下水汚泥から固形燃料を製造し、化石燃料の代替燃料として有効利用。		＜実績＞
・H30年度、施設建設完了ジッセキネンドシセツケンセツカンリョウ		建築都市部
下水道課ケンチクトシブゲスイドウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		再生可能エネルギーの導入促進		○		再生可能エネルギー導入支援システム＊の運用		再生可能エネルギーの導入検討に必要な基本データを提供する「再生可能エネルギー導入支援システム」を構築し、インターネット上で公開。		＜システム利用者数＞
・10,361名
（R2年度末時点）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーに係る情報提供（出前講座など） 		福岡県エネルギー総合情報ポータルサイト「ふくおかのエネルギー」で関連情報を発信。		＜ホームページ利用者数＞
・93,357名
（R2年度末時点）リヨウシャスウメイネンドマツジテン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		再生可能エネルギーの導入や設備の保守点検方法等を検討している企業等への専門家派遣		再生可能エネルギーの導入等を検討している企業等に専門家を派遣し、課題の解決を支援。		＜派遣回数＞
・8回
（H29～R2年度）ハケンカイスウカイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		中小企業の省エネルギー設備等の導入を支援する融資の実施【再掲】サイケイ		県内中小企業を対象とした「エネルギー対策特別融資制度」により、省エネルギー設備、分散型エネルギーシステム、水素ステーションの整備等への低利融資を実施。ジッシ		＜融資実行件数＞
・14件（2.16億円）
（H29～R2年度）ユウシジッコウケンスウケンオクエンネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		市町村等によるエネルギー利用モデル構築等への支援トウ		市町村等によるエネルギー利用モデルの構築や事業計画策定等に要する経費を補助。また、再生可能エネルギーの導入を検討する市町村に専門家を派遣し、計画の策定等を支援。		＜導入可能性調査実績＞
・12件
（H29～R2年度）
＜派遣回数＞
・4回
（H30～R2年度）ハケンカイスウカイ		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		防災拠点等への自立・分散型エネルギーシステムの普及促進		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）カイギカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		五ケ山ダムにおける管理用発電設備(水力発電設備）の設置		―		＜実績＞
・危機据付、調整試験を実施
（H29年度）ジッセキキキスエツケチョウセイシケンジッシネンド		県土整備部
河川管理課ケンドセイビブカセンカンリカ

								○		木質バイオマス供給・利用施設の整備に対する支援		木質バイオマス供給・利用施設の整備を支援。		＜施設整備件数＞
・１件
（R1年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		未利用の竹バイオマスを活用する技術開発		竹チップの発酵熱を活用した施設園芸の増収・省エネルギー技術の開発等を実施。トウジッシ		＜実績＞
・技術開発2件
（H30年度）ジッセキギジュツカイハツケンネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								○		エネルギー先端技術展の開催		エネルギー分野に特化した産業界向け展示会「エネルギー先端技術展」を開催。		＜技術展＞
・毎年度1回開催
・来場者数計89,641人
（H29～R2年度）
ギジュツテンマイネンドネンドカイカイサイライジョウシャスウケイニン		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		③多様なエネルギーの確保		水素エネルギー利活用の促進スイソリカツヨウ		○		水素・燃料電池＊に関する人材育成		産学官により構成する「福岡水素エネルギー戦略会議」と連携し、水素・燃料電池に関する人材を育成する目的でセミナーを開催。		＜実績＞
・セミナー開催
・計297名受講
（H29～R2年度）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		FCモビリティの普及と水素ステーション＊整備の一体的推進		産学官一体となって設立した「ふくおかＦＣＶクラブ」を核に、FCモビリティの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進。		＜県内FCV＊導入台数＞
・153台
（R2年度末現在）		商工部
新産業振興課ショウコウブシンサンギョウシンコウカ

								○		水素ステーション用ゴム製品の開発促進		県内ゴム製造中小企業・九州大学・工業技術センターが共同で水素ステーション用のシールリングを製品化。
		＜粘弾性評価装置利用件数＞
・279件
（H29～R1年度）
＜製品化延べ件数＞
・5件
（H29～30年度）ネンダンセイヒョウカソウチリヨウケンスウケンネンドセイヒンカノケンスウケンネンド		商工部
中小企業技術振興課ショウコウブチュウショウキギョウギジュツシンコウカ		非表示ヒヒョウジ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・7回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区を活用した環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築【再掲】サイケイ		―		＜特区制度活用企業数＞
・59社
（H29～R2年度）トックセイドカツヨウキギョウスウシャネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

								×		グリーンアジア国際戦略総合特区へ参画する県内中小企業の設備投資支援【再掲】サイケイ		―		＜支援企業数＞
・35件
（H29～R2年度）シエンキギョウスウケンネンド		商工部
商工政策課ショウコウブショウコウセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		循環型社会の推進		○		ふくおかプラごみ削減協力店＊・ふくおかプラごみ削減キャンペーンの実施		プラスチックごみ削減の取組を進める事業者をふくおかプラスチックごみ削減協力店として登録する制度及び１０月を強化月間としたふくおかプラごみ削減キャンペーンを実施し、県民や事業者の意識醸成を図る。		<ふくおかプラごみ削減協力店>
・3,152店舗
（R2年度末時点）
<プラスチックごみ削減量>
・レジ袋約9,000万枚相当
（R2年10月）ネンドマツジテン		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		3R＊活動の普及促進		３Rの達人の認定・派遣事業や３R学習事業、九州まちの修理屋さん事業を通じて、個人、団体、企業等に向けて普及啓発。		＜3Rの達人＊派遣回数＞
・137回
（H29～Ｒ2年度）
＜こども3R学習事業＞
・6回開催
・168人参加
（H29～R1年度）タツジンハケンカイスウガクシュウジギョウカイカイサイニンサンカネンド		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化		福岡県リサイクル総合研究事業化センターにおいて、廃棄物の性状に応じて、リサイクル技術や社会システムの研究開発及び実用化を産学官民の連携により推進。		＜研究開発等の実用化件数＞
・37件
（R2年度末時点）		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

								○		食品ロス＊削減の推進スイシン		製造・販売・消費の各段階で発生する食品ロスの削減に、県民、事業者、関係団体及び行政が一体となって取り組む県民運動を実施。ハンバイジッシ		＜フードバンクへの食品提供企業数＞
・116企業（R2年度末時点）
＜食品ロス削減県民運動協力店＞
・1,192店舗
（R2年度末時点）ケンミンウンドウ		環境部
循環型社会推進課カンキョウブジュンカンガタシャカイスイシンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		環境教育の推進		○		環境教育副読本やワークブックによる環境教育の実施		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭へ配布。また、小学校３～６年生や中学生を対象とした地球温暖化対策に係るワークブックを作成。ショウガッコウネンセイチュウガクセイタイショウチキュウオンダンカタイサクカカサクセイ		＜実績＞
・R3年度版を29,000部発行（環境教育副読本）
（R2年度）
※ワークブックは県ホームページに掲載。ジッセキネンドバンブハッコウカンキョウキョウイクフクドクホンネンドケンケイサイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		こどもエコクラブ＊における自主的な環境保全活動の推進		自主的な環境保全活動に取り組むこどもエコクラブの活動を促進。		＜登録数＞
・5,158名
（R2年度時点）トウロクスウメイネンドジテン		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		エコ出前講座【再掲】デマエコウザサイケイ		温暖化対策やリサイクルなど広く環境保全活動を指導・助言する専門家を登録。セミナー等に講師を派遣。オンダンカタイサクヒロカンキョウホゼンカツドウシドウジョゲンセンモンカトウロクトウコウシハケン		＜実施回数＞
・211回
＜受講者数＞
・10,027人
（H29～R2年度）ジッシカイスウカイジュコウシャスウニン		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		地球温暖化防止活動推進員による活動【再掲】カツドウサイケイ		各市町村に地球温暖化防止活動推進員を委嘱。環境家計簿の普及や、地域に密着した地球温暖化対策を実施。カクシチョウソンチキュウオンダンカボウシカツドウスイシンインイショクミッチャクチキュウオンダンカタイサクジッシ		＜推進員＞
・委嘱94人（R2年度）
・啓発対象者39,846人
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（１）温室効果ガスの排出削減		④温暖化対策に資する取組の促進		国際環境協力の推進		○		アジア諸地域における福岡方式廃棄物処分場＊の普及拡大への支援		ベトナム・タイにおいてメタン発生の抑制効果がある福岡方式廃棄物処分場の整備に関する支援を実施。ハッセイヨクセイコウカフクオカ		＜実績＞
・現地での技術指導や招聘研修を実施(R2はオンライン研修を実施）
・福岡方式導入ガイドを作成ジッセキゲンチギジュツシドウショウヘイケンシュウジッシケンシュウジッシフクオカホウシキドウニュウサクセイ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理		×		森林整備の集約化等に対する支援		森林経営計画の作成及び森林の集約化に必要な諸活動を支援		＜経営計画策定面積等＞
・266ha
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		森林の適正管理シンリンテキセイカンリ		○		森林資源のモニタリング調査		CO2の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及びCO2吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。キュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応からテキオウ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		CO2の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。キュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応からテキオウ

								○		間伐等の森林整備に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐面積＞
・2,544ha（造林事業費）
・443ha（県単造林事業費）
・7,096ha（荒廃森林再生費）
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		県営林の適正な管理の実施		県営林の適正な管理を実施。		＜実績＞
・保育間伐434ha
・除伐2ha
・枝打1ha
（H29～R2年度）ジッセキホイクカンバツジョバツエダウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		保安林整備事業の推進		自然災害や病虫害等により機能が低下した保安林を対象に機能の回復を目的として、植栽や間伐（本数調整伐）を実施		＜実績＞
・除間伐530.69ha
・植栽49.32ha
（H29～R2年度）ジッセキジョカンバツショクサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		長期育成循環施業に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための混交林化等の森林整備を支援		＜実績＞
・1,102ha（造林事業費）
・58ha（県単造林事業費）
（H29～R2年度）ジッセキゾウリンジギョウヒケンタンゾウリンジギョウヒネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林整備のための林道事業の実施		―		＜林道開設延長＞
・16,748m（県代行林道開設費）
・5,918m（県営林道開設費）
・2,760m（森林環境保全整備事業費）
・5,038m（ふるさと林道緊急整備事業費）
（H29～R2年度）リンドウカイセツエンチョウケンダイコウリンドウカイセツヒケンエイリンドウカイセツヒシンリンカンキョウホゼンセイビジギョウヒリンドウキンキュウセイビジギョウヒ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		県民参加の森林づくりの推進		ボランティア等が自ら企画立案し、実行する森林づくり活動を広く公募し、採択されたものに対して支援。		＜支援団体数＞
・207団体
＜参加者数＞
・55,442人
（H29～R2年度）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		林業労働力確保支援センターの運営		林業労働力の確保を図るために設立した林業労働力確保支援センターの円滑な業務の実施を図るため、運営を支援。		＜研修修了者＞
・51人
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		森林林業教育指導者の育成		・将来の指導者となる、林業担い手、森林組合、市町村の職員等を対象に、森林・林業に関する知識や技術研修を実施。		＜研修受講者数＞
・11名
（H29年度）ケンシュウジュコウシャスウメイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								○		林業への新規参入、林業従事者定着の促進		林業への新規参入の促進や、林業従事者の定着を図るため、各種事業を実施。		＜研修修了者＞
・51人
＜安全巡回指導＞
・231事業所
（H29～R2年度）ケンシュウシュウリョウシャニンアンゼンジュンカイシドウジギョウショネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除事業の推進		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布、樹幹注入、伐倒駆除の対応を実施
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプジュカンチュウニュウバットウクジョタイオウジッシネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		まちの緑の創造		○		県有施設における緑化の推進		県有施設を率先して緑化。		＜実績＞
・15施設
（H29～R2年度）ジッセキシセツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		地域でまちづくりを行っている住民団体等への支援		まちづくりの専門家を派遣。		＜まちづくり団体への派遣＞
・6か所
（H29～R1年度）ダンタイハケンショネンド		建築都市部
都市計画課ケンチクトシブトシケイカクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県産木材を使った木造住宅の普及促進		県産木材を活用し、環境にやさしく、耐久性にも優れた一定の基準を満たした優良な木造住宅を新築・購入する者に対して助成を実施。		＜助成＞
・210件
（H29～R2年度）ジョセイケンネンド		建築都市部
住宅計画課ケンチクトシブジュウタクケイカクカ

								○		建築士等の木材利用に対する理解促進や公共建築物等における木材利用の促進		モデル的な木造建築物の表彰等を実施。		〈木造・木質化建築賞〉
・応募数35点
（Ｒ２年度実績）		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		県営住宅の集会所を木造で建設		―		＜建設実績＞
・5棟建設
（H29～R2年度）ケンセツジッセキトウケンセツネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ

								×		県産材による新たな製品開発の推進		内装材を目指した地域材の不燃化に関する研究を実施。		＜大型研究プロジェクトへの事業展開＞
・1件
（H29年度）オオガタケンキュウジギョウテンカイケンネンド		商工部
中小企業振興課ショウコウブチュウショウキギョウシンコウカ

								○		県民に対する木材利用の普及啓発		ウッドフェスタ等各種イベント等での啓発。		＜展示林の整備＞
・24市町
（H30～R2年度）テンジリンセイビシマチネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

		（２）吸収源対策		―		農地土壌炭素吸収源対策		○		吸収源・排出源としての農地の影響評価		温室効果ガスの吸収源となる「農地管理」等や農地から排出される温室効果ガスの測定等情報収集を実施。		＜農地土壌炭素調査数＞
・276（延べ）
（H29～R2年度）ノネンド		農林水産部
経営技術支援課ノウリンスイサンブケイエイギジュツシエンカ

								○		地球温暖化防止等に効果が高い営農活動への支援		CO2の排出抑制に寄与する堆肥等の有機物の使用を促進するため、化学肥料・化学合成農薬の使用量を低減する環境にやさしい農業等の推進。ハイシュツヨクセイキヨタイヒトウユウキブツシヨウソクシン		＜実績＞
・減農薬または減化学肥料栽培に取り組む面積
11,089ha
（R2年度末現在）ジッセキゲンノウヤクネンドマツゲンザイ		農林水産部
食の安全・地産地消課ノウリンスイサンブ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

						農林水産業に関する対策ノウリンスイサンギョウカンタイサク		○		水稲品種の育成、果樹の画期的新品種の開発		①高温に強い極早生水稲の開発
②高温下でも着色の良い黒色系ブドウ品種の開発		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		高温耐性品種や栽培技術等の普及促進		高温耐性品種「実りつくし」の導入実証ほを設置し、栽培マニュアルを作成（福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会が事業実施主体となって実施）。		＜実りつくし作付面積＞
・370ha
（R2年度）ネンド		農林水産部
水田農業振興課ノウリンスイサンブスイデンノウギョウシンコウカ

								○		気象変動に対応した小麦の増収技術の開発		多雨条件に対応した小麦の収量安定技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		大豆の高品質安定生産技術の開発		播種適期幅の広い品種による安定生産技術や排水対策技術を開発。		＜実績＞
・排水技術を開発
（R1年度）ジッセキハイスイギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		飼料作物の安定多収な周年生産・利用技術の開発		安定多収生産に向けた品種の評価や栽培技術を開発。		＜実績＞
・安定生産技術を開発
（R2年度）ジッセキアンテイセイサンギジュツカイハツネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		畜産農家に対する暑熱対策の支援ノウカタイアツネツタイサクシエン		断熱資材等の暑熱対策に必要な設備等を支援。		＜支援件数＞
・26か所
（H29～R2年度）シエンケンスウショネンド		農林水産部
畜産課ノウリンスイサンブチクサンカ

								○		暑熱による牛の生殖機能低下の軽減		牛の暑熱ストレス評価技術や胚の耐暑性向上技術を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（R1年度）		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								×		特定鳥獣保護管理検討委員会の開催		シカのモニタリング調査を実施し、その調査結果に関し、専門家等によるシカの保護管理計画の策定と見直しを実施。ジッシ		＜専門家との委員会＞
・4回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		松くい虫被害の予防、被害木の伐採駆除に対する支援		松くい虫被害を防止するため被害木の伐倒処理や薬剤散布などの防除対策を支援。		＜実績＞
・薬剤散布 886ha
・樹幹注入 21,516アンプル
・伐倒駆除 2,019m3
（H29～R2年度）ジッセキヤクザイサンプネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		松くい虫防除対策に係る指針等の策定		・高度公益機能森林区域の指定
・福岡県防除実施基準の策定
・福岡県森林病害虫等防除連絡協議会の開催		＜協議会＞
・4回開催
（H29～R2年度）キョウギカイカイカイサイネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		多様な森林の整備・保全に対する支援		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援。		＜除間伐＞
・8,984ha
（H29～R2年度）ジョカンバツネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		国庫補助事業を活用し、地域の被害防止対策協議会による侵入防止柵の整備や捕獲の支援等に係る経費の助成等を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・192地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		獣害により保安林の機能が著しく損なわれた箇所等で、林木が健全に生育する間、植生保護柵の設置等必要な防護策を実施。ジッシ		＜実績＞
・食害防止チューブ 140,735個
・鹿防護柵 1,655.6m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		農地・森林に対する鳥獣被害の防止		造林木の鳥獣による食害等防止のために防護柵等を設置。		＜実績＞
・防護柵 225,165m
（H29～R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		新規狩猟者の育成による有害鳥獣対策の強化		新規狩猟者の育成・確保に要する経費を助成。		＜助成実績＞
・32名
（H29～R2年度）ジョセイジッセキメイネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		市町村等の実施する有害鳥獣捕獲への支援		市町村等の実施する一斉捕獲などの有害鳥獣捕獲経費への助成を実施。ジッシ		＜実施地区数＞
・187地区
（H29～R2年度）ジッシチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								×		獣害対策に関する技術開発		ICT等を活用した効率的シカ捕獲方法や獣肉の品質評価、加工方法を開発。		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		高水温や低塩分条件下のノリ採苗技術の開発、短期間で対応できるノリのタネの熟度コントロール技術を開発。		＜実績＞
・高水温下でのタネの熟度コントロール技術を開発
（R1年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化に適応したノリ養殖の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したノリ養殖スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜ノリ生産枚数＞
・13億枚（平年比97％）
（R2年度）ネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化に適応したカキ採苗技術の推進		秋期の水温低下の遅れに対応したカキ採苗スケジュールの見直しを実施。ジッシ		＜カキ生産量＞
・2,215トン（平年比116％）
（R2年度）		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		アサリ等を食害するナルトビエイの出現状況調査を実施。ジッシ		＜実績＞
・漁船を活用したナルトビエイ採捕調査を実施
（R2年度）ジッセキネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		海水温変化を原因とした生態系変化による漁業被害の防止		藻場の減少要因となるガンガゼ等の漁業者による駆除実施への支援を実施。ジッシ		＜活動支援＞
・19グループ/年
（H29～R2年度）カツドウシエンネンド		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		水温や赤潮情報等の定期モニタリング結果の情報発信		水質環境調査、赤潮発生監視調査を実施。		＜実績＞
・定期的な調査
・情報発信ジッセキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								×		獣肉等の利活用推進		獣肉の品質確保と販路開拓のため地域の取組を支援、新たな供給体制の実証及び消費拡大対策を実施。		＜フェア参加＞
・323店舗
（H29～R2年度）サンカテンポネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

		分野ブンヤ								これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ		←以下適応追加イカテキオウツイカ

								○		水温等の情報発信		ICT＊を活用した筑前海の海況予測システムを実用化し、効率的な操業を推進。		＜実績＞
・ICT機能付きの小型計測機器を搭載した漁船14隻で調査し、データ解析を実施
（R1～R2年度）ジッセキコガタケイソクキキ		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								追加ツイカ		水温等の情報発信		水温等の漁場環境情報を自動観測機器で観測し、リアルタイムで漁業者に提供することで、高品質なノリの安定生産を支援。キキ		＜実績＞
・自動観測機器の設置
（R2年度）		農林水産部
漁業管理課ノウリンスイサンブギョギョウカンリカ

								○		ブナシメジ新品種の開発		優良系統の選抜、交配系統の育成、高温性系統の選抜によるブナシメジの高温性品種の育成を実施。ジッシ		＜実績＞
・開発を継続ジッセキ		農林水産部農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						水資源に関する対策ミズシゲンカンタイサク		○		節水意識の向上のための普及啓発		気候変動の影響によって水需給バランスが地域的・時期的に不安定化する可能性があることから、節水の意識向上のため、出前講座を実施。デマエコウザジッシ		＜エコ出前講座＞
・143件、7,782名
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施デマエコウザケンメイ		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×		市町村が行う浄化槽整備に対する支援		市町村が行う浄化槽整備事業に対し、県費補助を実施。ジッシ		＜補助実績＞
・7,956基
（H29～R1年度）
※R2は未確定ホジョジッセキキネンドミカクテイ		環境部
廃棄物対策課カンキョウブハイキブツタイサクカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		ダム上流等の水源地域等又は魚場の保全に資する地域おいて、荒廃地等の復旧整備や荒廃森林等の整備を実施することにより、水源涵養機能の保全を図る。		＜実績＞
・除間伐 392.21ha
・植栽 40.94haジッセキ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								×		森林の水源かん養機能の保全		森林の持つ公益的機能の持続発揮のための間伐等の森林整備を支援.		＜除間伐＞
・8,857ha(一部集計中）
（H29～R2年度）ジョカンバツイチブシュウケイチュウネンド		農林水産部
林業振興課ノウリンスイサンブリンギョウシンコウカ

								×		節水意識の向上のための普及啓発		水の有効利用、節水等に対する県民の認識を深めてもらうための取り組みを実施。		＜実績＞
・水の週間（8/1～7）にポスター及び懸垂幕の掲示
・福岡県だより７月号による広報
・水の作文コンクールを年１回実施ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

								○		雨水利用の普及啓発		屋根などに降った雨水を貯留し、雑用水源として水洗トイレや散水などに用いる雨水利用の普及啓発を実施。		＜公共施設への雨水タンク設置＞
・16台
（H29～R2年度）ダイネンド		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		主要ダム貯水状況の公表		福岡県主要ダムの貯水状況について、毎月の1、3、6、9、11、13、16､19､21、23、26、29日のデータを当日の午後2時前後に公表。		＜実績＞
・福岡県ＨＰにおいて、公表日に福岡県主要ダム貯水状況を更新ジッセキ		県土整備部
水資源対策課ケンドセイビブミズシゲンタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然生態系に関する対策シゼンセイタイケイカンタイサク		○		英彦山における生態系保全活動の推進		シカの生息数増加による絶滅危惧種の食害が深刻化したため、シカの捕獲事業、絶滅危惧種の種子採取、保存、シカ防護柵の設置等を実施。		＜シカ捕獲数＞
・1,279頭
＜種子採取＞
・絶滅危惧種の種子採取を実施
（H29～R2年度）ホカクスウトウシュシサイシュ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								○		多様な主体と連携して生物多様性保全・再生の取組を推進タヨウシュタイレンケイセイブツタヨウセイホゼンサイセイトリクミスイシン		・県内九州自然歩道での親子ハイキングの実施
・自然とのふれあい推進
・絶滅危惧種保護対策
・外来種対策　等		＜実績＞
・親子で楽しむハイキングコース（８箇所）を設定し、コースマップを作成
（R１～２年度）
・自然観察会の実施や環境関連イベント等に参加ジッセキネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		ビオトープの整備、地域住民等による管理運営の推進		福津市手光地区の休耕地を借り受け、様々な主体による整備・管理を実施。		＜手光ビオトープの管理及び自然観察会＞
・15回
（H29～R2年度）カイ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜ページビュー数＞
・493,976
（H29～R2年度）		環境保全課カンキョウホゼンカ

								×						＜現地見学会＞
・6回開催
・106名参加
（H29～30年度）ゲンチケンガクカイカイカイサイメイサンカネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		生物多様性の現状把握のための科学的かつ客観的な指標の開発(水生生物の分布実態調査）		福岡県生物多様性戦略＊推進のための生物多様性指標の開発（水生生物）を実施。ジッシ		＜実績＞
・マニュアルを作成し、県HPで公開。
（R2年度）ジッセキサクセイケンコウカイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×						＜セミナー＞
・７回開催
（H29～R2年度）カイカイサイネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		スイゼンジノリ（絶滅危惧種）の保全対策		朝倉市の黄金川に生息する絶滅危惧種スイゼンジノリの保全活動への支援を実施。		＜実績＞
・協議会や地元の保全活動に協議会構成員として参加ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		「福岡県地域エネルギー政策研究会」における政策の研究【再掲】サイケイ		「福岡県地域エネルギー政策研究会」を設置し、分散型電源や高効率発電の普及、エネルギーの効率的利用の促進等における地方の役割や取組みを幅広く研究。		＜研究会＞
・７回開催
（H29～R2年度）ケンキュウカイカイカイサイネンド		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								×		グリーン購入に関する普及啓発【再掲】サイケイ		製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して必要性を考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入する「グリーン購入」の普及促進。
消費者だけでなく、製品供給者の低環境負荷製品の開発も促進。ソクシン		＜環境先進企業見学会＞
・3回実施
＜グリーン購入研修会＞
・基礎編、課題解決編の各3回実施
（H29～R2年度）カンキョウセンシンキギョウケンガクカイカイジッシコウニュウケンシュウカイキソヘンカダイカイケツヘンカクカイジッシネンド		環境保全課カンキョウホゼンカ

								○		特定外来生物に関する発見情報の収集及び注意喚起の実施		気候変動に順応性の高い健全な生態系の保全・再生を目的とした外来種の防除対策として、特定外来生物ヒアリ、ツマアカスズメバチやセアカゴケグモ等について情報収集と注意喚起を実施。		＜実績＞
・特定外来生物ヒアリ、セアカゴケグモ、ツマアカスズメバチ等について、県ＨＰや市町村へ注意喚起を実施ジッセキトクテイガイライセイブツトウケンシチョウソンチュウイカンキジッシ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県民による希少種保全活動及び外来種防除の推進		県内の希少野生動植物のうち、保護を要する種を検討するために生息・生育状況の調査を実施。
また、ヒアリ等の外来種に関し、リーフレットの作成や防除講習会の実施など、防除手法の周知を図る。		＜実績＞
・ヒアリ等咬傷被害の恐れのある外来種について被害防止リーフレットを作成
・行政職員を対象にヒアリ・アカカミアリの簡易スクリーニング研修会を開催ジッセキ		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		自然環境調査の実施		福岡県レッドデータブックの改訂に係る自然環境調査の方針等の検討を実施。ジッシ		＜検討会議＞
・２回開催
（R2年度）ネンド		環境部
自然環境課カンキョウブシゼンカンキョウカ

								×		森林資源のモニタリング調査		二酸化炭素の吸収源となる森林資源に係るモニタリング調査を実施。
調査結果を森林資源量の的確な把握及び二酸化炭素吸収量の算定など、各種基礎資料として活用。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンシゲンカカチョウサジッシ		＜調査実施箇所数＞
・168か所
（H29～R1年度）チョウサジッシカショスウショ		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ		適応へテキオウ

								×		増大する自然災害・生物被害から森林を守るための技術開発		二酸化炭素の吸収源となる森林を守るため、筑前ハイパークロマツのさし木苗得苗率向上技術や広葉樹を用いた海岸林再生技術を開発。ニサンカタンソキュウシュウゲンシンリンマモ		＜実績＞
・海岸林再生技術を開発
（H30年度）ジッセキネンド		農林水産部
農林水産政策課ノウリンスイサンブノウリンスイサンセイサクカ		適応へテキオウ

								○		生態系に配慮した川づくりの推進		生態系に配慮した川づくりの一環として、回遊魚等が移動しやすいように、遡上が困難な横断工作物の撤去や魚道の整備を行う。テッキョ		＜整備数＞
・24か所
（H29～R2年度）セイビスウショネンド		県土整備部
河川整備課ケンドセイビブカセンセイビカ

								○		海岸侵食が進む砂浜の回復など海岸環境の保全		海岸への供給土砂の減少や台風などの要因により、海岸侵食が進んでいるため、砂浜の回復を図る。併せて、海岸環境の保全・利用促進を図る。		＜実績＞
・侵食対策実施
（H30年度～）ジッセキネンド		県土整備部
港湾課ケンドセイビブコウワンカ

								×		公園・街路における生態系ネットワーク形成の促進、都市公園のビオトープにおける環境学習の推進		【街路】
生態系ネットワーク形成を考慮した樹種の導入を図る。
【公園】
都市公園の整備により、ビオトープの形成を図る。		＜街路＞
・事業実施
（H29～R2年度）ガイロジギョウジッシネンド		建築都市部
公園街路課ケンチクトシブコウエンガイロカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						自然災害に関する対策シゼンサイガイカンタイサク		○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		・自主防災組織リーダー研修会を開催
・自主防災組織等を対象とした防災に関する知識・技能を備えた防災士養成研修を実施
・自主防災組織等を対象とした個別避難計画の作成及び避難所運営に係る研修会及び訓練を県と連携して実施
・市町村受援訓練を県と連携して実施		＜自主防災組織リーダー研修会＞
・790名受講
（H29～R2年度）
＜防災士養成研修＞
・313名養成
（R2年度）
＜個別避難計画作成等研修・訓練＞
・15市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施
＜市町村受援訓練＞
・10市町村で実施
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施カンセンカクダイボウシ		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		避難所運営に必要な知識・ノウハウを習得するため、県、市町村及び自主防災組織等が合同で研修会・避難所運営訓練を実施。ヒナンジョウンエイヒツヨウチシキシュウトクケンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキトウゴウドウケンシュウカイヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・8市町村で実施
（H29～30年度）ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		市町村の個別避難支援計画策定を促進するため、市町村及び自主防災組織を対象にした研修会及び合同での避難所運営訓練を実施。シチョウソンコベツヒナンシエンケイカクサクテイソクシンシチョウソンオヨジシュボウサイソシキタイショウケンシュウカイオヨゴウドウヒナンジョウンエイクンレンジッシ		＜研修・訓練＞
・5市町村で実施
（R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症発生のため未実施ケンシュウクンレンシチョウソンジッシネンド		総務部
消防防災指導課ソウムブショウボウボウサイシドウカ

								○		市町村との連携による住民の防災意識の啓発シチョウソンレンケイジュウミンボウサイイシキケイハツ		県民の防災意識の向上と自主防災組織の設立促進・活性化を目的として「福岡県地域防災シンポジウム」を開催。ケンミンボウサイイシキコウジョウジシュボウサイソシキセツリツソクシンカッセイカモクテキフクオカケンチイキボウサイカイサイ		＜参加者数＞
・548名
（H29～30年度）
※R1、R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施サンカシャスウメイネンド		総務部
防災企画課ソウムブボウサイキカクカ

								×		防災拠点への再生可能エネルギー導入等による防災機能の強化ボウサイキョテンサイセイカノウドウニュウトウボウサイキノウキョウカ		エネルギー施策庁内連絡調整会議の開催等を通じ、県有建築物における再生可能エネルギー導入や省エネルギー対策の在り方について検討。		＜会議＞
・13回開催
（H29～R2年度）		企画・地域振興部
エネルギー政策室キカクチイキシンコウブセイサクシツ

								○		保安林＊及び治山施設＊の整備・既存施設の機能強化		荒廃林地の復旧や山地災害危険地の予防対策のため、治山施設の設置及び既存施設の機能強化等を実施。		＜実績＞
・治山ダム 261基
・山腹工 131か所
（H29～R2年度）ジッセキチサンキサンプクコウショネンド		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		山地災害危険地マップの公開による防災意識の向上		山地災害による被害軽減のため、山地災害危険地区の位置情報を県ホームページで公開し、防災意識の向上を図る。		＜実績＞
・公開済ジッセキコウカイズ		農林水産部
農村森林整備課ノウリンスイサンブノウソンシンリンセイビカ

								○		漁港や漁港海岸における防波堤・防潮堤の整備		自然災害防止のため、漁港および海岸施設への防波堤・防潮堤の整備を実施。シゼンサイガイボウシ		＜防潮堤整備＞
・1か所
（H29年度）ボウチョウテイセイビショネンド		農林水産部
水産振興課ノウリンスイサンブスイサンシンコウカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		ため池の決壊防止のための施設整備		自然災害防止のためのため池の整備が必要な地区について、事業計画の策定を実施。シゼンサイガイボウシ		＜整備地区数＞
・26地区
（H30～R2年度）セイビチクスウチクネンド		農林水産部
農山漁村振興課ノウリンスイサンブノウサンギョソンシンコウカ

								○		土砂災害警戒区域・特別警戒区域の指定		市町村が作成する土砂災害ハザードマップ＊の基礎資料となる土砂災害警戒区域・特別警戒区域図を作成。		＜実績＞
・県防災システム改良
（H30年度）ジッセキネンド		県土整備部
砂防課ケンドセイビブサボウカ

								○		土砂災害特別警戒区域内の住宅の移転支援（がけ地近接等危険住宅移転事業）		危険区域内の住宅を移転する者に対し、危険住宅の除却費及び移転先住宅の建設、購入・改修費に係る金融機関からの借入利子相当額を国、県、市町村が一体となって補助する事業を実施。ジッシ		＜危険住宅除却＞
・8件
（H29～R2年度）
＜代替住宅建設＞
・3件
（H29～R2年度）キケンジュウタクジョキャクケンネンドダイタイジュウタクケンセツケンネンド		建築都市部
建築指導課ケンチクトシブケンチクシドウカ

								×		老朽化した団地の建替		県営住宅においてＨ25年度より新規建替団地は品確法における省エネ等級４で整備。継続団地においては等級３で整備。		＜建設戸数（工事着手）＞
・956戸
（H29～R2年度）ケンセツコスウコウジチャクシュコネンド		建築都市部
県営住宅課ケンチクトシブケンエイジュウタクカ		家庭部門へすでにありカテイブモン

								○		安全教育アドバイザーによる指導・助言、実践事例集の配布		市町村教育委員会を単位としたモデル地域を指定し、地域全体での学校安全推進体制の構築を図るとともに、県内にその成果を普及する。		＜実績＞
・「学校安全総合支援事業実践事例集」を作成ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								×		防災教育の実施		「防災週間」及び「津波防災の日」について市町村（学校組合）教育委員会へ通知。		＜実績＞
・文科省からの通知により周知・啓発を実施ジッセキジッシ		教育庁
総務企画課・施設課キョウイクチョウソウムキカクカシセツカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		防災教育の実施		各種研修会において、防災教育の重要性や進め方、危機管理マニュアルの作成等について指導。		＜実績＞
・危機管理マニュアルに基づく取組の徹底について各市町村（学校組合）教育委員会に通知、依頼ジッセキ		教育庁
義務教育課キョウイクチョウギムキョウイクカ

								○		重要交差点等における信号機の非常用電源の整備		災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する非常用電源装置を整備。		＜整備数＞
・55基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

								○		重要交差点等における交通流監視カメラの整備		災害時における道路交通情報を収集するための交通流監視カメラを整備。		＜整備数＞
・26基
（H29～R2年度）セイビスウキネンド		県警本部
交通規制課ケンケイホンブ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						健康に関する対策ケンコウカンタイサク		○		県ホームページ等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起ケントウカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキ		県ホームページや県広報紙、SNS等を活用した熱中症予防の普及啓発・注意喚起を実施。ケンケンコウホウシナドカツヨウネッチュウショウヨボウフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		＜実績＞
・県ホームページや県広報紙、SNS、ポスター配布等で普及啓発・注意喚起を実施ジッセキフキュウケイハツチュウイカンキジッシ		保健医療介護部
健康増進課ホケンイリョウカイゴブケンコウゾウシンカ

								○		蚊の発生対策にかかる注意喚起		防蚊対策、海外渡航者に対する注意喚起等について、県ホームページへの掲載、チラシ配布等により普及啓発を実施。ジッシ		＜実績＞
・県ホームページやコンビニへのチラシの配架により普及啓発を実施ジッセキジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		蚊のモニタリング調査		蚊媒介感染症の発生リスクを評価するために、訪問者が多く蚊の生息に適した場所で、媒介蚊の発生状況を継続的に観測しモニタリング。		＜調査＞
・5～10月に蚊を採取し、生息密度調査を行った。
（H29～R1年度）
※R2年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため未実施チョウサガツカサイシュセイソクミツドチョウサオコナネンド		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

								○		感染症発生動向調査		感染症患者の発生状況や病原体検査情報等を把握・分析し、県民や医療関係者へ情報を提供。		＜実績＞
・週毎の感染症発生状況を県ホームページ等により情報提供を実施ジッセキシュウゴトカンセンショウハッセイジョウキョウケントウジョウホウテイキョウジッシ		保健医療介護部
がん感染症疾病対策課ホケンイリョウカイゴブカンセンショウシッペイタイサクカ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

								○		県ホームページ等を活用した光化学オキシダント等濃度上昇時の注意報等発令		光化学オキシダント等濃度の測定値を県ホームページで常時提供。また、注意報発令時には防災メールまもるくんや県ホームページを通じ県民への注意喚起を実施。		＜光化学オキシダント注意報＞
・5回発令
（H29～R2年度）
＜微小粒子状物質注意喚起＞
・２回発令
（H29～R2年度）カイハツレイ		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								○		学校活動における熱中症予防の普及啓発		各県立学校、各市町村（学校組合）教育委員会、各教育事務所へ普及啓発資料の活用を依頼。		＜実績＞
・体育・スポーツ活動における熱中症等の事故防止について県立学校等に通知
・環境省熱中症関連普及啓発資料を送付ジッセキ		教育庁
体育スポーツ健康課キョウイクチョウ

						分野ブンヤ				これまでの主な取組内容				事業実績等ジギョウジッセキトウ		担当課（室）タントウカシツ

						分野を横断した施策ブンヤオウダンセサク		○		適応センターの設置テキオウセッチ		福岡県気候変動適応センターの設置、情報発信機能の強化、啓発パンフレットの作成、協議会の運営等を実施。フクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチジョウホウハッシンキノウキョウカケイハツサクセイキョウギカイウンエイトウジッシ		＜実績＞
・福岡県気候変動適応センター設置
（R1年度）
・情報検索システムを搭載したホームページにリニューアル
・啓発パンフレットを作成
（R2年度）
＜協議会＞
・4回開催
（R1～2年度）ジッセキフクオカケンキコウヘンドウテキオウセッチネンドジョウホウケンサクトウサイケイハツサクセイネンドキョウギカイカイカイサイネンド		環境部
環境保全課カンキョウブカンキョウホゼンカ

								×		環境白書作成		本県の環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについて県民に公表。		＜公表＞
・県庁ホームページに掲載
・各公立図書館、県民情報センター、県内４か所の地区県民情報コーナー等に配置コウヒョウケンチョウケイサイカクコウリツトショカンケンミンジョウホウケンナイショチクケンミンジョウホウナドハイチ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		県環境総合情報サイトの運営		「ふくおか環境ひろば」による地球温暖化防止に係る啓発及び情報発信。		＜ウェブサイトアクセス数＞
・963,018回
（R2年度）スウカイネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育副読本の作成		環境教育副読本を作成、県内の小学校５年生や小学校教諭に配布することにより、児童への環境教育の一層の推進を図る。		＜実績＞
・環境教育副読本「みんなの環境」（Ａ４判、53頁、29,000部）
・「環境教育副読本資料編」（Ａ４判、62頁、2,100部）
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		地球温暖化対策に係るワークブックの作成		地球温暖化対策に係るワークブックを作成し、家庭における地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・中学生を対象としたワークブックを作成
（R2年度）ジッセキネンド		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								×		環境教育学習会の開催		環境教育副読本及びワークブックを使用した子どもを対象とした自然体験キャンプを実施することで、子どもを通じた各家庭での地球温暖化対策への取組を推進。		＜実績＞
・自然体験キャンプを実施ジッセキ		環境部
環境政策課カンキョウブカンキョウセイサクカ

								○		ワンヘルスに関する施策の推進		気候変動等環境の変化は、生態系に大きな影響を与えており、調和のとれた自然環境の保全と生物の棲み分けの維持が人と動物の健康に不可欠であることから、県ホームページの活用や啓発イベントの開催等により、ワンヘルスの理念に関する普及啓発を実施。セイタイケイチョウワシゼンセイブツスワイジドウブツケイハツカイサイトウリネンカンジッシ		＜実績＞
・福岡県ワンヘルス連携シンポジウムを開催
（H29～R1年度）
・福岡県“One　Health”国際フォーラムを開催
・県民参加型イベント「ワンヘルスフェスティバル」を開催
（R2年度）ジッセキ		保健医療介護部
ワンヘルス総合推進室ホケンイリョウカイゴブ
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貼り付けの際は、「図（拡張メタファイル」で
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